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１ ︓ 2020 年 度 事 業 報 告 （概 要）   
  

  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 ⼤ に 伴 い、 世 界 全 体 が 有 形 無 形 の 影 響 を 受 け て き た。 そ の 点 に お い て 認 
定 NPO 法 ⼈ テ ラ・ ル ネッ サ ン ス も 例 外 で は な かっ た。 海 外 事 業 部 で は、 感 染 防 ⽌ の 観 点 か ら、 集 合 型 
の 職 業 訓 練 の 停 ⽌ を 余 儀 な く さ れ、 ま た 啓 発 事 業 部、 ⼤ 槌 復 興 刺 し ⼦ 事 業 部、 管 理 部 に お い て も 感 染 
状 況 に 応 じ て、 リ モー ト ワー ク を 本 格 的 に 導 ⼊ す る な ど、 感 染 と そ れ に 伴 う 社 会 変 化 に 対 応 を 重 ね て 
き た。   
  

  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 が 世 界 規 模 に 広 が る に つ れ、 ⼈ 類 は 「世 界 は つ な がっ て い る」 と い う 感 
覚 を 持 ち え た の で は な い だ ろ う か。 ま た、 ⼀ つ の 国 で 感 染 を 沈 静 化 し た と し て も、 ど こ か の 国 で 感 染 
拡 ⼤ が 続 く 限 り、 ⾃ 国 へ の 感 染 リ ス ク が ゼ ロ に な る こ と は な い こ と に も 気 づ い た は ず だ。   
  

  ど う し て も ⾃ 国 内 の 社 会 的・ 経 済 的 リ ス ク へ の 対 応 に 追 わ れ、 ⾃ 国 中 ⼼ 主 義 が 台 頭 す る 傾 向 に あ る 
現 代 社 会 に お い て、 「国 籍、 ⺠ 族 な ど の 境 を 超 え、 ⼈ 類 共 通 の 課 題 に、 連 帯 を もっ て 取 り 組 む」 と い 
う 「国 際 協 ⼒」 の 真 価 が 問 わ れ て い る と 当 会 で は 受 け ⽌ め て い る。   
  

  そ の よ う な 中、 当 会 で は、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 緊 急 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト を ⽴ 案 し、 ウ ガ ン ダ、 ブ 
ル ン ジ、 コ ン ゴ ⺠ 主 共 和 国 等 に お い て、 感 染 予 防 と、 そ れ ぞ れ の 国 の 感 染 防 ⽌ 政 策 で 社 会 的・ 経 済 的 
影 響 を 受 け る ⼈々 の 暮 ら し を 守 る ⽀ 援 （⽣ 計 ⽀ 援） を 実 施 す る こ と に し た。   
  

  ま た、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 ⼤ が 露 ⾒ し た 社 会 的 課 題 を 解 決 す る た め に も、 単 年 度 で の 事 業 に 
よっ て、 課 題 に 対 し て 改 善 を 積 み 重 ね る と 同 時 に、 本 質 的 な 課 題 解 決 を ⽬ 指 し、 中 ⻑ 期 的 な 視 野 に 
⽴っ て、 ⽀ 援 活 動 を 継 続 し て い く こ と。 そ し て、 課 題 の 原 因 と そ の 解 決 策 に つ い て、 先 進 国 の 市 ⺠ 社 
会 で の 啓 発 活 動 を 併 せ て 実 施 し て い く こ と が、 さ ら に 求 め ら れ て い る。   
   
  よっ て、 ア ジ ア 事 業 で は、 カ ン ボ ジ ア と ラ オ ス で、 地 雷・ 不 発 弾 除 去 を 促 進 し、 住 ⺠ の 安 全 を 確 
保。 同 時 に、 撤 去 後 に お い て、 コ ミュ ニ ティ の 伝 統 ⽂ 化 や ⾃ 然 資 源 を 活 か し た 持 続 的 な 開 発 ⽀ 援 等 を 
通 じ て、 社 会 的 弱 者 や コ ミュ ニ ティ の レ ジ リ エ ン ス を 向 上 さ せ て き た。   
  

  ア フ リ カ 事 業 で は、 前 述 の 「新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 緊 急 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト」 に 注 ⼒ し つ つ、 元 ⼦ 
ど も 兵 や、 紛 争 被 害 ⼥ 性 な ど 最 も 脆 弱 な ⼈々 を 対 象 に、 可 能 な 限 り 個 別 の ニー ズ に 寄 り 添 い な が ら、 
必 要 な 物 資、 知 識、 技 術 を 提 供 す る と と も に、 対 象 者 や 対 象 地 域 に 内 在 す る 多 様 な ⼒、 ま た は、 ⽂ 化 
的・ 伝 統 的 な 価 値 を 活 か し な が ら、 対 象 者 （地 域・ コ ミュ ニ ティ） の ⾃ ⽴ と ⾃ 治 を 促 進 し て き た。   
   
  国 内 事 業 で は、 ⼤ 槌 復 興 刺 し ⼦ プ ロ ジェ ク ト （東 ⽇ 本 ⼤ 震 災 復 興 ⽀ 援 事 業） に お い て、 本 プ ロ ジェ 
ク ト の 社 会 的 意 義・ 価 値 と、 ⽇ 本 国 内 に お け る 社 会 課 題 に も 当 会 が 継 続 し て 取 り 組 む と い う ⽅ 針 に 伴 
い、 プ ロ ジェ ク ト 発 ⾜ 10 年 後 の 別 法 ⼈ 化 の ⽅ 針 を 転 換。 当 会 内 の 事 業 と し て 継 続・ 発 展 さ せ る こ と と 
す る。 そ の た め の ブ ラ ン ド の 再 設 計、 基 盤 整 備 を 外 部 機 関 を 活 ⽤ し つ つ 実 施 し た。   
   
  政 策 提 ⾔ 活 動 に お い て は、 武 器 貿 易 条 約 の 履 ⾏ 状 況 を モ ニ タ リ ン グ し、 そ の 結 果 や 武 器 取 引 関 連 の 
情 報 発 信 に 努 め る こ と と 同 時 に、 設 ⽴ か ら 19 年 間 の 当 会 の 実 績 を 評 価・ 分 析 し、 当 会 の 社 会 的 イ ン パ 
ク ト に つ い て 学 術 的 考 察 を 深 め、 学 術 機 関 等 で の 発 表 を 通 じ、 当 会 が 考 え る ⽀ 援 の あ り ⽅ を 提 ⽰ し て 
き た。   
  
 ま た、 当 会 が 取 り 組 む 課 題 領 域 や、 そ れ ら に 対 す る 取 り 組 み、 そ の 取 り 組 み の 背 景 に あ る 当 会 の 理 念  

な ど に つ い て、 市 ⺠ 社 会 に わ か り や す く 伝 え て い く 啓 発 事 業 を ⼒ 強 く 展 開。 併 せ て、 国 内 外 の 事 業 を 
円 滑 か つ 発 展 的 に 展 開 す る た め の 必 要 な 資 ⾦ を 積 極 的 に 募 る プ ロ セ ス で も、 前 述 の 啓 発 的 な 価 値 を 創 
出 す る こ と が で き た。   
  

  最 後 に、 当 会 の ビ ジョ ン 実 現 を ⽬ 指 し た 多 様 な 取 り 組 み を ⽀ え、 法 的・ 社 会 的 要 請 に 応 え る た め に 
も、 各 種 規 定・ 会 議 体 系 の 整 備 を 図 り、 引 き 続 き、 ガ バ ナ ン ス の 強 化 に 取 り 組 む。 ま た、 適 宜、 職 
員・ イ ン ター ン へ の 研 修 を 実 施 し、 当 会 事 業 を よ り 円 滑 に、 ま た 発 展 的 に 展 開 す る ⼈ 財 育 成 を 図っ て 
き た。   
  

  こ れ ら の 取 り 組 み を 通 じ、 当 会 は 国 内 外 の ス テー ク ホ ル ダー と 共 に、 「す べ て の ⽣ 命 が 安 ⼼ し て ⽣ 
活 で き る 社 会 （世 界 平 和） の 実 現」 へ の 歩 み を 遂 げ た ⼀ 年 だっ た と 振 り 返 る。     
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２ − １ ︓ 国 際 協 ⼒ 事 業 （ア ジ ア）   
【⽅ 針】   
  ア ジ ア 事 業 で は、 カ ン ボ ジ ア と ラ オ ス の 2 カ 国 で、 地 雷 ＆ 不 発 弾 に よっ て 影 響 を 受 け て い る 地 域 に お 
い て、 地 雷 ＆ 不 発 弾 除 去 を 促 進 し、 安 全 を 確 保 す る と と も に、 撤 去 し た 後 の コ ミュ ニ ティ の 伝 統 ⽂ 化 
や ⾃ 然 資 源 を 活 か し た 持 続 的 な 開 発 ⽀ 援 や 教 育 ⽀ 援 等 に よ り、 社 会 的 弱 者 や コ ミュ ニ ティ の レ ジ リ エ 
ン ス を 向 上 さ せ る ⽀ 援 を 実 施 す る。   
  

【重 点 項 ⽬】   
  カ ン ボ ジ ア で の 地 雷 ＆ 不 発 弾 撤 去 チー ム へ の 運 営 費 の 提 供 と と も に、 カ ン ボ ジ ア、 ラ オ ス で の 地 雷 
＆ 不 発 弾 被 害 者 へ の ⽣ 計 向 上 ⽀ 援 に ⼒ を ⼊ れ る。   
  

＜ カ ン ボ ジ ア ＞   
【成 果】   
  カ ン ボ ジ ア の 地 雷 撤 去 ⽀ 援 で は、 Digger-250 と い う 機 械 を 使っ た 地 雷 除 去 チー ム の 1 年 分 の 活 動 費 を 
提 供 し、 年 間 で 9 発 の 地 雷・ 不 発 弾 を 除 去 し 324,833 ㎡ (= 東 京 ドー ム 約 7 個 分） の ⼟ 地 を 安 全 に す る こ と 
が で き た。 こ れ に よ り、 5,554 名 が 受 益 し た。   
  

  カ ン ボ ジ ア の 村 落 開 発 ⽀ 援 で は、 そ れ ぞ れ の 村 で、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 で 国 境 が 封 鎖 さ れ た 
り、 カ ン ボ ジ ア 国 内 の 仕 事 が 限 ら れ る 中、 家 庭 で で き る 家 畜 飼 育 の ニー ズ が 増 ⼤ し た。 こ れ ま で ⽀ 援 
し て き た 世 帯 で、 収 ⼊ に つ な が り 始 め て お り、 コ ロ ナ 禍 で の 村 で 実 施 可 能 な 貴 重 な 収 ⼊ 源 と なっ た。 
そ れ ぞ れ、 以 下 の よ う な 成 果 を あ げ る こ と が で き た。   
■ ロ カ ブッ ス 村 村 落 開 発 ⽀ 援 ︓   
  2016 年 か ら ⽀ 援 を し て き た 家 畜 銀 ⾏ で は、 2021 年 3 ⽉ ま で の 合 計 77 世 帯 (2020 年 度 新 規 で 31 世 帯） へ 
の 家 畜 (⽜、 や ぎ、 鶏、 ア ヒ ル、 豚） を 貸 し 出 す こ と が で き た。 2020 年 度 中 に 次 の 収 ⼊ を 得 る こ と が で 
き た。 豚 11 世 帯 ︓ US$11,527.5 、 ア ヒ ル 27 世 帯: US$1,453.75 の 収 ⼊、 US$531 の ⾃ 家 消 費 分 に よ る ⽀ 出 
削 減、 鶏 24 世 帯 ︓ US$841 の 収 ⼊、 US$2,791.8 の ⾃ 家 消 費 分 に よ る ⽀ 出 削 減、 ヤ ギ 10 世 帯 ︓ US$1,385 
、 ⽜ 5 世 帯 (1 世 帯 は ⼦ ⽜ の 提 供） ︓ US$1,775 。 こ れ は 2019 年 度 ま で に 得 て い た 収 ⼊ 合 計 の 2.46 倍 で 
あっ た。 ま た、 ⼩ 学 校 の 前 の 空 き 地 を 利 ⽤ し た モ デ ル ファー ム の 建 設 で は、 ⼟ 地 や 家 を 持 た な い 1 世 帯 
に 住 居 を サ ポー ト し、 モ デ ル ファー ム の ⼟ 地 に 住 み な が ら 野 菜 栽 培、 家 畜 飼 育 を し て ⽣ 活 し て い る。 
さ ら に 2020 年 か ら 4 世 帯 が 野 菜 栽 培 を モ デ ル ファー ム の ⼟ 地 を 利 ⽤ し て 開 始 し た。 空 芯 菜、 か ぼ ちゃ の 
蔓、 ⽠、 さ つ ま い も、 ヘ チ マ,   レ モ ン グ ラ ス、 ネ ギ、 ハー ブ、 花 等 55 種 類 を 栽 培 す る こ と が で き た。 
ま た 村 の ファー マー ズ・ マー ケッ ト で 販 売 ⽀ 援 を し て い た 現 地 ス タッ フ は、 村 ⼈ 3 世 帯 が マー ケッ ト で 
の 販 売 を 希 望 し た た め、 ハ ン ド オー バー し、 村 ⼈ た ち に よっ て 販 売 さ れ る 体 制 を 構 築 し た。   
■ プ レ ア・ プッ ト 村 村 落 開 発 ⽀ 援 ︓   
  プ レ ア・ プッ ト 村 で は、 2017 年 か ら 合 計 で 18 世 帯 (2020 年 度 新 規 で 8 世 帯） へ 家 畜 銀 ⾏ か ら の ヤ ギ の 
貸 出 を 実 施 し た。 そ の う ち 9 世 帯 で 合 計 US$3,524(2020 年 度 中 に US$1,359) の 収 ⼊ を 得 る こ と が で き 
た。 鶏 銀 ⾏ で は 8 世 帯 に 貸 し 出 し、 合 計 US$256.5(2020 年 度 中 に US$102.5) の 収 ⼊、 US$139.56 の ⾃ 家 
消 費 分 に よ る ⽀ 出 削 減 に つ な がっ た。 ま た、 ⼩ 学 校 が 遠 い た め に 学 校 へ 通 え な い 約 30 名 の ⼦ ど も た ち 
へ の 基 礎 教 育 ⽀ 援 （幼 稚 園、 ⼩ 学 校 の 授 業 の ⽀ 援） と し て 先 ⽣ を コ ミュ ニ ティ に 派 遣 し、 授 業 を 実 施 
し た。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の た め に、 学 校 で の 授 業 は、 制 限 さ れ て い た た め、 各 家 庭 で 近 所 の ⼦ ど も 
た ち 2−3 名 を 集 め て 教 え た。   
■ サ ム ロ ン・ チェ イ 村 ︓   
  サ ム ロ ン・ チェ イ 村 で は、 2020 年 度 中 に 新 た に １ 世 帯 へ ⽜ 銀 ⾏ か ら 雌 ⽜ を 貸 し 出 し、 こ れ ま で の 合 
計 で 6 世 帯 へ 貸 し 出 し を す る こ と が で き た。 2020 年 度 中 に 新 た な 収 ⼊ を 得 た 世 帯 は な かっ た が、 前 年 度 
ま で に 3 世 帯 で 販 売 し、 合 計 US$813 の 収 ⼊ と なっ た。   
  カ ン ボ ジ ア 地 雷 埋 設 地 域 の 脆 弱 な 障 害 者 家 族 へ の ⽣ 計 向 上 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト で は、 2021 年 3 ⽉ 2 ⽇ に 4 
年 弱 の JICA 草 の 根 パー ト ナー 事 業 を 終 了 し た。 本 事 業 は、 カ ン ホ ゙ シ ゙ ア 政 府 の 貧 困 削 減、 障 害 者 世 帯 (地 
雷 被 害 者 を 含 む) へ の ⽀ 援、 ⾃ 然 環 境 の 保 全 と いっ た 政 策 に 開 発 援 助 の ⽬ 標 か ゙ 整 合 し て い た 事 業 て ゙ あっ 
た。 換 ⾦ 作 物 た ゙ け に 依 存 し た こ と て ゙ 失 敗 し、 多 額 の 借 ⾦ を 抱 え た り、 2020 年 に は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 
て ゙ タ イ へ の 出 稼 き ゙ か ゙ て ゙ き な く な る な と ゙、 ⽣ 計 を 成 り ⽴ た せ て い く ⽅ 法 を ⾒ 失っ て い た 村 ⼈ た ち の ニー 
ス ゙ に 合 致 し た 事 業 て ゙ あ り、 持 続 的 な ⽣ 活 を 成 り ⽴ た せ て い く 道 筋 を ⽰ し、 ⽣ 計 を 向 上 さ せ る 基 盤 を 作 
る こ と か ゙ て ゙ き た。 事 業 終 了 時 の 2021 年 2 ⽉ ま で の 調 査 で は、 指 標 て ゙ あっ た 100 世 帯 平 均 ⽉ 収 40 ト ゙ ル の   
65.72% の 達 成 率 て ゙ あっ た が、 そ の 後、 2021 年 3 ⽉ 末 ま で に 平 均 ⽉ 収 US$52.47 と な り、 指 標 の 131% を 
達 成 で き た。 対 象 100 世 帯 の う ち 2020 年 度 に は、 野 菜 の 収 穫 量 を そ れ ぞ れ ⾦ 額 換 算 す る と、 ⾃ 家 消 費 
US$2,494.44 、 隣 ⼈ へ の 無 料 提 供 US$951.01 、 販 売 US$1,651.38 と な り、 合 計 US$4,871.03 で あっ た。 
事 業 実 施 前 の 2016 年 は、 68 世 帯 て ゙ 借 ⾦ を 抱 え て い た か ゙、 2021 年 は 27 世 帯 に 減 少 し、 借 ⾦ 額 平 均 も 
US$3,236 か ら US$791 に ま て ゙ ⼤ 幅 に 減 少 し た。 収 ⽀ ハ ゙ ラ ン ス か ゙ 悪 い 状 態 て ゙ あっ た 世 帯 か ゙   47   世 帯 あっ た 
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か ゙、 事 業 終 了 後 に は、 81 世 帯 て ゙ 収 ⼊ か ゙ ⽀ 出 を 上 回っ た こ と も ⼤ き な 成 果 て ゙ あっ た。 特 に 2020   年 の コ ロ 
ナ 禍、 ⽔ 不 ⾜、 洪 ⽔ の 発 ⽣ な と ゙、 様々 な 外 的 ショッ ク に み ま わ れ、 多 く の 仕 事 か ゙ て ゙ き な く なっ た か ゙、 
本 事 業 か ゙ 実 施 し て い る 家 畜 飼 育 と 野 菜 栽 培 は、 外 的 ショッ ク か ら ⼤ き な 影 響 を 受 け す ゙ 収 ⼊ に つ な か ゙っ 
て い る こ と か ら、 活 動 の 意 義 か ゙ 認 識 さ れ、 対 象 世 帯 た ゙ け て ゙ な く、 そ の 周 囲 の 世 帯 て ゙ も、 ヤ キ ゙ の 貸 出 希 
望 や 家 畜 飼 育 を 希 望 す る 世 帯 か ゙ 増 え た。 ク ゙ ロー ハ ゙ ル 経 済 の な か て ゙ 1 つ の 換 ⾦ 作 物 た ゙ け に 依 存 す る こ と の 
リ ス ク か ゙、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 て ゙ さ ら に 明 確 化 し た。 ⼀ ⽅ で、 収 ⼊ 源 の 多 様 化 を 図 る こ と と、 
栽 培 し た 野 菜 を 配 布 す る な と ゙ て ゙、   近 所 と の つ な か ゙ り を 作っ て お く こ と か ゙、 レ シ ゙ リ エ ン ス を ⾼ め る こ と 
に つ な か ゙ り、 収 ⼊ な と ゙ の お ⾦ に よ る 価 値 た ゙ け て ゙ な く、 社 会 関 係 資 本 な と ゙ の 多 様 な 依 存 先 を 増 や す こ と 
か ゙ ⾃ ⽴ へ と つ な か ゙ る こ と の 重 要 性 を 認 識 で き た。 そ し て、 家 畜 飼 育 に よっ て、 近 所 て ゙ 使 ⽤ さ れ る 農 薬 
の 使 ⽤ に よ る 家 畜 と ⼈ 間 へ の リ ス ク か ゙ 明 確 化 し た。 ま た、 マ イ ク ロ ク レ シ ゙ッ ト に よ る 借 ⾦ て ゙、 格 差 か ゙ 
助 ⻑ さ れ て い る こ と、 安 易 な 借 ⾦ に よ る ⼤ 規 模 な 単 ⼀ 換 ⾦ 作 物 の 栽 培 の リ ス ク か ゙ 認 識 さ れ た。 加 え 
て、 持 続 的 な ⽣ 計 を 営 む た め に ⾃ 然 環 境 の ハ ゙ ラ ン ス を 整 え る こ と の 重 要 性 か ゙ 認 識 さ れ、 現 地 の 伝 統 ⽂ 
化 や 知 恵、 知 識 と と も に 現 地 に あ る 資 源 を 活 ⽤ す る こ と か ゙、 収 ⼊ に つ な か ゙ る ま て ゙ に 時 間 か ゙ か か り、 ⼀ 
⾒ す る と 効 率 的 て ゙ な い か も し れ な い か ゙、 持 続 的 て ゙、 し な や か な ⽣ 計 を 営 む こ と か ゙ て ゙ き る こ と を 確 認 し 
た。   
  ま た、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 予 防 の た め、 当 会 の 事 業 対 象 地 域 の 289 世 帯 へ ⼿ 洗 い ⽤ の オー ガ 
ニッ ク ⽯ 鹸 を 配 布 し た。 カ ン ボ ジ ア の ⼥ 性 グ ルー プ が 製 作 し た オー ガ ニッ ク ⽯ 鹸 を 購 ⼊ す る こ と で、 
対 象 地 域 以 外 の カ ン ボ ジ ア の ⼥ 性 た ち へ も、 収 ⼊ を 提 供 で き た だ け で な く、 対 象 地 域 の 村 ⼈ た ち に も 
カ ン ボ ジ ア 産 の コ コ ナッ ツ オ イ ル や 炭 か ら 製 作 し た 体 に も 環 境 に も 優 し い ⽯ 鹸 を 提 供 す る こ と が で き 
た。   
  

＜ ラ オ ス ＞   
【成 果】   
  幼 い ⼦ ど も 向 け の 不 発 弾 回 避 教 育 （ MRE ） に つ い て は、 コ ロ ナ 禍 で の 公 務 の 遅 れ 等 に よ り、 よ う や 
く MRE 教 材 が NRA （ラ オ ス 不 発 弾 処 理 国 家 統 制 機 構） か ら の 認 可 が 得 ら れ、 印 刷 の 準 備 を 進 め て い 
る。   
  不 発 弾 事 故 の 被 害 者 家 族 や 低 所 得 者 層 の ⽣ 計 向 上 を ⽬ 的 と し て、 裁 縫 10 名、 キ ノ コ 栽 培 10 名 お よ び 
養 蜂 20 名 （合 計 40 名） の 村 ⼈ を 対 象 に 職 業 訓 練 を 実 施 し た。 裁 縫 に 関 し て は、 裁 縫 店 3 棟 の 建 設 が 完 成 
し た。 キ ノ コ 栽 培 は、 1-2 ⽉ の 訓 練 終 了 後 に キ ノ コ ⼩ 屋 5 棟 を 裨 益 者 宅 の 敷 地 に 設 置 し、 現 在 2 家 族 ず つ 
が 共 同 で キ ノ コ 栽 培 を ⾏ なっ て い る。 養 蜂 は 11-12 ⽉ の 訓 練 終 了 中 に 各 ⾃ が 製 作 し た 巣 箱 2-4 箱 で 養 蜂 
を 実 施 し て い る。   
  対 象 地 区 の 住 ⺠ に よ る 協 働 活 動 の 場 と し て の 多 機 能 協 働 施 設 と、 上 記 の 裁 縫 店 3 店 舗 の 建 設 が 終 了 し 
た。   
    
■ 不 発 弾 回 避 教 育 （ MRE ） ︓   
MRE 教 材 の 開 発   
  NRA 、 県 教 育 ス ポー ツ 局、 幼 稚 園 教 員、 ⼩ ⽥ 事 務 局 次 ⻑、 テ ラ・ ル ネッ サ ン ス 職 員 と の オ ン ラ イ ン 
ミー ティ ン グ や オ ン ラ イ ン 視 察 に よ り、 MRE 教 材 と し て、 ① ポ ス ター 5 種 類 （幼 稚 園、 ⼩ 学 校 共 通）、 
② 紙 芝 居 （幼 稚 園、 ⼩ 学 校 そ れ ぞ れ 1 種 ず つ）、 ③ ノー ト （⼩ 学 校）、 ④ 塗 り 絵 （幼 稚 園）、 ⑤ ジ グ 
ソー パ ズ ル （幼 稚 園）、 ス テッ カー （幼 稚 園、 ⼩ 学 校 共 通） の ド ラ フ ト を ラ オ ス 事 務 所 ス タッ フ が 作 
成 し、 NRA に よ る 第 1 回 の 内 容 精 査 が 実 施 さ れ た。 そ の 後 NRA か ら の コ メ ン ト を 踏 ま え、 シ エ ン ク ワ ン 
県 情 報 ⽂ 化 観 光 局 の デ ザ イ ナー に よ り 最 終 ド ラ フ ト が 作 成 さ れ、 NRA に よ る 第 2 回 精 査 の 後、 最 終 盤 
MRE 教 材 が 完 成 し た。 学 校 （幼 稚 園、 ⼩ 学 校）、 村 や ボ ラ ン ティ ア と 連 携 し て、 必 要 数 を 再 確 認 し た 
後、 MRE 教 材 を 印 刷 す る。   
不 発 弾 に 対 す る 意 識 変 ⾰ 調 査   
  ⼦ ど も の 不 発 弾 に 対 す る 意 識 変 化 の 指 標 と し て ⽤ い る 意 識 調 査 シー ト （ 100 点 満 点、 ⽬ 標 点 80 点 以 
上） を、 JMAS （⽇ 本 地 雷 処 理 を ⽀ 援 す る 会） の 協 ⼒ で 作 成 し た。 こ の 意 識 調 査 シー ト を ⽤ い て、 幼 稚 
園 3 校 （年 少、 年 中、 年 ⻑）、 幼 稚 園 準 備 ク ラ ス （年 ⻑） 7 校、 ⼩ 学 校 9 校 （ 1 、 2 年 対 象） に お い て、 回 
避 教 育 実 施 前 の 不 発 弾 に 対 す る 意 識 調 査 を 実 施 し た （幼 稚 園 ⽣ 208 名、 ⼩ 学 ⽣ 475 名、 計 658 名） と こ 
ろ、 平 均 点 は、 年 少 15.31 点、 年 中 36.17 点、 年 ⻑ 38.05 点、 ⼩ 学 1 年 47.37 点、 ⼩ 学 2 年 56.17 点 で あ り、 
不 発 弾 に 対 す る 意 識 調 査 の ⽬ 標 点 80 点 に 達 し な かっ た。 ⼀ ⽅、 ⽐ 較 で 実 施 し た ⼩ 学 3 年 ⽣ の 平 均 点 は 
86.35 点 で ⽬ 標 点 を ク リ ア し た。   
不 発 弾 回 避 教 育 （ MRE ）   
  MRE 教 材 の 完 成 の 遅 れ に よ り、 2020 年 3 ⽉ 31 ⽇ の 段 階 で MRE は 実 施 で き て い な い。   
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■ 裁 縫 職 業 訓 練 ︓   
職 業 訓 練 の 実 施   
  2020 年 10 ⽉ 14 ⽇ か ら 2021 年 1 ⽉ 29 ⽇ に か け て 約 3 ヶ ⽉ 半、 シ エ ン ク ワ ン 総 合 技 術 職 業 教 育 カ レッ ジ （シ エ 
ン ク ワ ン IVET 校） に お い て、 10 名 の 村 ⼈ （不 発 弾 事 故 被 害 者 家 族 4 名、 低 所 得 家 族 6 名） を 対 象 と し た 裁 縫 
職 業 訓 練 を 実 施 し た。   
ビ ジ ネ ス ⽀ 援   
  訓 練 終 了 後 に 家 計 簿 作 成 訓 練 と と も に、 ス モー ル ビ ジ ネ ス 研 修 を 実 施 し た。 今 後 も 家 計 簿 お よ び ビ ジ ネ ス 
の フォ ロー アッ プ を 継 続 し て い く こ と で、 ⽣ 計 向 上 を ⽀ 援 す る。 裁 縫 店 3 棟 の 建 設 完 成 が 遅 れ た た め、 今 
後、 初 期 資 ⾦ を 3 棟 （ 10 名） に 提 供 し、 裨 益 者 は ス モー ル ビ ジ ネ ス 研 修 で ⽴ て た 計 画 に 沿っ て 裁 縫 ビ ジ ネ ス 
を 開 始 す る 予 定。 訓 練 に 先 ⽴ ち 実 施 し た 事 前 調 査 で は、 訓 練 参 加 者 家 族 の 平 均 年 収 は 1,711,000 キッ プ で 
あっ た。     
■ キ ノ コ 栽 培 菌 ⽷ 培 養 職 業 訓 練 ︓   
職 業 訓 練 の 実 施   
  2021 年 1 ⽉ か ら 2 ⽉ ま で、 15 ⽇ 間 の キ ノ コ 栽 培 と 9 ⽇ 間 の キ ノ コ 菌 ⽷ 培 養 の 職 業 訓 練 を、 10 名 の 村 ⼈ （不 発 
弾 事 故 被 害 者 家 族 1 名、 低 所 得 家 族 9 名） を 対 象 に 実 施 し た。   
ビ ジ ネ ス ⽀ 援   
  訓 練 終 了 後、 家 計 簿 作 成、 ス モー ル ビ ジ ネ ス 研 修、 フォ ロー アッ プ を 実 施 し た。 2 名 に 1 棟 ず つ キ ノ コ ⼩ 屋 
を 提 供 し、 現 在 キ ノ コ ⽣ 産 と 販 売 を ⾏ なっ て お り、  現 在 ま で 平 均 で 1 棟 当 た り 59.6kg 収 穫、 う ち 52.4kg を 
販 売 し、 926,000 キッ プ の 売 り 上 げ を 得 た。 引 き 続 き フォ ロー アッ プ に よ り、 技 術 ⾯ と ビ ジ ネ ス 運 営 ⾯ 
の ⽀ 援 を 継 続 す る。  訓 練 に 先 ⽴ ち 実 施 し た 事 前 調 査 で は、 訓 練 参 加 者 家 族 の 平 均 年 収 は、 11,500,000 キッ 
プ と 職 業 訓 練 3 分 野 の 裨 益 者 中 最 も ⾼ かっ た が、 負 債 も 同 程 度 あっ た。   
■ 養 蜂 職 業 訓 練 ︓   
職 業 訓 練 の 実 施   
  2020 年 11 ⽉ 27 ⽇ か ら 12 ⽉ 1 ⽇ ま で の 5 ⽇ 間 実 施 し た 養 蜂 訓 練 に は、 20 名 の 村 ⼈ が 参 加 し た （不 発 弾 事 故 被 
害 者 家 族 4 名、 低 所 得 家 族 16 名）。 養 蜂 に 関 し て は、 先 ⾏ 事 業 で 実 績 が あ る。 5 ⽇ 間 の 養 蜂 訓 練 で は 各 参 加 
者 が 巣 箱 を 2 箱 ず つ 作 製 し、 そ れ を ⾃ 宅 敷 地 に 設 置 し た。 そ の 後、 フォ ロー アッ プ を 適 宜 実 施 し、 蜜 蜂 誘 引 
剤 設 置 と 追 加 指 導 （京 都 ⽣ 協） お よ び 追 加 の 巣 箱 も 設 置 を ⾏ なっ た。 現 在 専 ⾨ 家 に よ る フォ ロー アッ プ を 継 
続 す る こ と で、 主 に 技 術 ⾯ の サ ポー ト を ⾏ なっ て い る。 蜂 蜜 の 採 取 時 期 は 4 ⽉ か ら 6 ⽉ に か け て で あ る た め、 
5 ⽉ お よ び 6 ⽉ に 蜂 蜜 採 取 の ワー ク ショッ プ お よ び 訓 練 を 実 施 す る 予 定 で あ る。   
ビ ジ ネ ス ⽀ 援   
  裨 益 者 に 対 す る 家 計 簿 作 成 と ス モー ル ビ ジ ネ ス の 研 修 を 実 施 し、 フォ ロー アッ プ を 実 施 し て い る。 訓 練 に 
先 ⽴ ち 実 施 し た 事 前 調 査 で は、 訓 練 参 加 者 家 族 の 平 均 年 収 は、 7,970,000 キッ プ で あっ た。   
■ 多 機 能 型 協 働 施 設 （ CDC ） お よ び 裁 縫 店 3 店 舗 の 建 設 ︓   
   CDC お よ び 裁 縫 店 3 店 舗 の 建 設 が 終 了 し た が、 現 在 は 追 加 の 施 設 （当 初 計 画 に な かっ た フェ ン ス や 裁 
縫 店 ト イ レ な ど） の 設 置 を 計 画 し て い る。 ま た 建 物 建 設 の 中 間 査 察、 最 終 査 察 お よ び 資 機 材 の 導 ⼊ は 
2021 年 度 に ⼊っ て か ら の 予 定。   
  

＜ カ ン ボ ジ ア ＞   
【課 題】   
  地 雷 撤 去 ⽀ 援 で は、 カ ン ボ ジ ア 政 府 が ⽬ 標 と し て い る、 2025 年 ま で の” 地 雷 フ リー” を 達 成 す る た め に 
貢 献 し て い く 必 要 が あ る。 継 続 的 な 資 ⾦ 提 供 が 重 要 で あ り、 カ ン ボ ジ ア 政 府 の 国 家 地 雷 対 策 戦 略 
2018-2025 で は、 1,970 ㎢ の 地 雷 ＆ 不 発 弾 で 汚 染 さ れ た ⼟ 地 が 残 さ れ て お り、 地 雷 汚 染 地 域 だ け に 限 れ 
ば、 946 ㎢ の 地 雷 原 を 2025 年 ま で に 撤 去 す る ⽬ 標 を 掲 げ て い る。 当 会 で は、 2019 年 1 ⽉ -2020 年 12 ⽉ ま 
で に 最 も 多 く の 地 雷 & 不 発 弾 被 害 者 の 出 て い る バッ タ ン バ ン 州 で の 撤 去 活 動 を 重 点 的 に 進 め る 予 定 で あ 
る。 カ ン ボ ジ ア 全 体 で、 2020 年 1 ⽉ -12 ⽉ ま で に 65 名 が 地 雷 & 不 発 弾 で 負 傷、 17 名 が 死 亡 し て お り、 そ 
の う ち 30 名 が バッ タ ン バ ン で の 被 害 者 で あ る。 地 雷 & 不 発 弾 の 撤 去 を 進 め る こ と で、 1 ⽇ で も 早 く 被 害 
者 を ゼ ロ に す る こ と が 課 題 で あ る。   
  

  カ ン ボ ジ ア の 村 落 開 発 ⽀ 援 で は、 村 の 中 で 換 ⾦ 作 物 以 外 の 収 ⼊ を 得 る ⼿ 段 を 確 保 す る 必 要 が あ る。 
家 畜 銀 ⾏ か ら の 貸 出 を ま だ 受 け て い な い 村 ⼈ た ち が お り、 貸 出 を 継 続 す る。 ま た、 タ イ へ 出 稼 ぎ に 
⾏っ て い た 村 ⼈ た ち が、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 で、 タ イ 国 境 が 閉 鎖 さ れ た 2020 年 に カ ン ボ ジ ア に 
戻っ て き て い る が、 カ ン ボ ジ ア で の 仕 事 は ⽇ 雇 い 労 働 の 農 作 業 し か な く、 農 繁 期 が 終 わ る と 仕 事 が な 
い 状 況 に なっ て し ま う。 そ の た め、 同 様 に 村 の な か で ⽣ 活 し て い け る よ う に、 村 の な か で 収 ⼊ を 得 る 
⼿ 段 を 確 保 で き る よ う に 家 畜 銀 ⾏ の ⽀ 援 を す る 必 要 が あ る。 ロ カ ブッ ス 村 の モ デ ル ファー ム の 課 題 
は、 た め 池 か ら ⽔ を 汲 み 上 げ る ポ ン プ の 燃 料 代 で あ る。 ファー マー ズ・ マー ケッ ト で は、 2020 年 度 に 
マー ケッ ト で 販 売 を 希 望 す る 村 ⼈ た ち へ ハ ン ド オー バー し た が、 村 で 採 れ る 農 産 物 の 販 売 は、 ま だ 少 
な く、 ⼤ 半 は 別 の マー ケッ ト で 買っ て き た も の で あ る。 村 の 中 で 採 れ る 農 産 物 を 増 や す た め に モ デ ル 
ファー ム で の 様々 な 農 産 物 の 栽 培 を 継 続 す る と と も に、 村 ⼈ た ち が 栽 培 を し て い け る よ う に ⽀ 援 を 継 
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続 す る。 ま た、 農 産 物 か ら 作 る 加 ⼯ ⾷ 品 な ど、 ⻑ 期 保 存 が で き た り、 ⼀ ⼿ 間 加 え る こ と で 付 加 価 値 が 
つ け ら れ る オー ガ ニッ ク 商 品 の 開 発 ⽀ 援 を す る な ど が 必 要 と なっ て い る。   
  カ ン ボ ジ ア の 障 害 者 世 帯 の ⽣ 計 向 上 ⽀ 援 事 業 は、 2021 年 3 ⽉ に 事 業 を 終 了 し、 カ ウ ン ター パー ト へ の 
ハ ン ド オー バー を し た が、 実 際 に カ ウ ン ター パー ト だ け で、 家 畜 銀 ⾏ の 運 営 を し て い く こ と は、 ⾞ 両 
の 問 題 や 資 ⾦ 的 な 問 題 が あ り、 難 し い。 そ の た め、 カ ウ ン ター パー ト が 事 業 を 実 施 し て い け る よ う に 
サ ポー ト を 継 続 す る 必 要 が あ る。 ま た、 対 象 世 帯 の な か で も、 ま だ 収 ⼊ に 繋 がっ て い な かっ た り、 ⼀ 
度 健 康 上 の 問 題 の た め に 活 動 を 中 ⽌ し た 世 帯 で、 再 び 家 畜 飼 育 な ど の 活 動 を 再 開 し た い 世 帯 が 多 く 
なっ て お り、 彼 ら へ の 家 畜 の 再 貸 し 出 し を し て い く こ と や、 新 規 の 対 象 世 帯 へ の ⽀ 援 も 必 要 と なっ て 
い る。 特 に コ ロ ナ 禍 に お い て、 出 稼 ぎ が で き な い 状 況 や 国 内 で の 仕 事 が 制 限 さ れ て い る な か で、 家 畜 
飼 育 や 家 庭 菜 園 の 活 動 が ⾒ 直 さ れ て お り、 ⽀ 援 を 必 要 と す る 世 帯 も あ る。 ま た、 障 害 者 世 帯 の な か に 
は、 健 康 ⾯ で の 脆 弱 性 を 抱 え て い る 世 帯 が 多 く、 健 康 ⾯ で の 状 況 は ⾮ 常 に 流 動 的 で あ る た め、 家 畜 飼 
育 や 仕 事 が ⼀ 時 的 に で き な く な る 世 帯 も あ る。 再 度 回 復 し た 世 帯 へ 再 ⽀ 援 が で き る よ う に す る こ と も 
必 要 と なっ て い る。   
  

＜ ラ オ ス ＞   
【課 題】   
  コ ロ ナ 禍 で の 公 務 の 遅 れ に 伴 う MOU 締 結 の ⼤ 幅 な 遅 れ、 駐 在 員 の 赴 任 の 遅 れ （ 10 ヶ ⽉） 等 に よ り、 
各 活 動 の 実 施 が ⼤ 幅 に 遅 れ た。    
CDC お よ び 裁 縫 店 3 店 舗 の 建 設   
  計 画 よ り ⼤ 幅 に 遅 れ た た め、 各 活 動 に ⽀ 障 が ⽣ じ た。 当 初、 CDC で 実 施 予 定 だっ た、 キ ノ コ 栽 培 お 
よ び 菌 ⽷ 培 養 訓 練、 養 蜂 訓 練 は そ れ ぞ れ、 シ エ ン ク ワ ン IVET 校、 ペッ ク 郡 農 業 森 林 課 事 務 所 で 実 施 し 
た た め、 特 に キ ノ コ 訓 練 に 関 し て は 予 定 よ り 多 く の 経 費 が か かっ た （寮 費 や ⾷ 費 な ど）。 ま た CDC の 
運 営 シ ス テ ム の 構 築 も で き て い な い。   
  諸 事 情 で、 CDC お よ び 裁 縫 店 の 建 設 場 所 が 変 更 に なっ た た め、 当 初 計 画 に な かっ た、 裁 縫 店 の ト イ 
レ、 CDC の フェ ン ス、 電 気 お よ び ⽔ 道 の 設 置 が 必 要 と なっ た。 ま た IMC メ ン バー に よ る モ ニ タ リ ン グ 
と 施 ⼯ 専 ⾨ 家 に よ る 中 間 視 察 に よ り、 ス コー ル を 防 ぐ た め の 屋 根 の 延 ⻑ が 必 要 と なっ た。   
不 発 弾 回 避 教 育 （ MRE ）      
  MRE 教 材 の 完 成 が ⼤ 幅 に 遅 れ た こ と に よ り、 現 在 ま で 幼 稚 園 児、 ⼩ 学 校 1 、 2 年 ⽣ お よ び 村 の 幼 児 に 
対 す る MRE が 実 施 で き て い な い。 更 に コ ロ ナ 禍 で の 学 校 の 再 休 校 に よ り、 N 連 １ 年 次 の 実 施 期 間 を 
2021 年 3 ⽉ 30 ⽇ か ら 8 ⽉ 31 ⽇ に 延 ⻑ し た に も 関 わ ら ず、 幼 稚 園 お よ び ⼩ 学 校 で の MRE 実 施 が 不 可 能 と な 
る 可 能 性 が ⾼ い が、 も し 現 在 の コ ロ ナ 禍 で の 休 校 の 代 わ り に、 通 常 の 学 校 の ⻑ 期 休 み で あ る 6 、 7 、 8 ⽉ 
に 開 校 さ れ れ ば （昨 年 は ⻑ 期 休 暇 が 変 更 に なっ た）、 教 育 機 関 で MRE を 実 施 で き る 可 能 性 も あ る。 現 
在 は 村 で の MRE 実 施 の た め の 調 整 を ⾏ なっ て い る。   
職 業 訓 練   
  訓 練 実 施 ス ケ ジュー ル が ⼤ 幅 に 遅 れ た も の の、 各 訓 練 は 終 了 し、 そ れ ぞ れ ビ ジ ネ ス 活 動 を 開 始 ま た 
は 開 始 準 備 し て い る と こ ろ。   
裁 縫 ︓ 上 記 の 裁 縫 店 建 設 の 遅 れ が、 職 業 訓 練 実 施 の 遅 れ を 凌 駕 し た た め、 裨 益 者 が 数ヶ ⽉、 裁 縫 ビ ジ 
ネ ス 開 始 を 待 た な け れ ば な ら な かっ た。 シ エ ン ク ワ ン IVET 校 の 裁 縫 ト レー ナー が 出 産 の た め 休 職 し て 
い る た め、 フォ ロー アッ プ を ⾏ う 代 わ り の 専 ⾨ 家 を 選 定 し て い る と こ ろ。   
キ ノ コ ︓ 設 置 し た キ ノ コ ⼩ 屋 5 棟 の う ち 1 棟 が 予 想 以 上 に 湿 地 帯 に あ る た め、 菌 床 パッ ク に ⻘ カ ビ が 発 
⽣ し た。 ペ ア と なっ て い る も う ⼀ ⽅ の 敷 地 の ⽅ へ、 キ ノ コ ⼩ 屋 を 移 転 す る 予 定。 2 棟 で 細 か い ⾍ が 多 く 
発 ⽣ し、 ⼀ 部 の キ ノ コ に 幼 ⾍ が つ い て し ま う ケー ス が ⾒ ら れ た。 IVET 校 の 専 ⾨ 家 の 話 で は、 キ ノ コ ⼩ 
屋 の 設 置 条 件 に よっ て ⾬ 季 に 発 ⽣ し う る 問 題 だ と い う。 現 在 専 ⾨ 家 が 対 策 を 検 討 中。   
養 蜂 ︓ 駐 在 員 の 赴 任 の 遅 れ も ⼀ 因 で、 訓 練 終 了 後 す ぐ に 専 ⾨ 家 に よ る フォ ロー アッ プ を 開 始 し な かっ 
た た め、 裨 益 者 の 約 半 数 が 養 蜂 活 動 へ の 関 ⼼ が 薄 れ て し ま い、 現 在 対 策 を 検 討 し て い る。 今 冬 の 寒 波 
に よ る 蜜 蜂 の 死 亡、 巣 箱 の 設 置 の 不 備 等 の 課 題 が あ り、 ⼗ 分 に 蜜 蜂 が 集 まっ て こ な い 裨 益 者 も い る。 
現 在 ペッ ク 郡 農 業 森 林 課 の 専 ⾨ 家 に よ る フォ ロー アッ プ に よ り 改 善 を ⾏ なっ て い る。   
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ア ジ ア （ 1 ）   

カ ン ボ ジ ア 地 雷 撤 去 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数 （単 年 度）   

カ ン ボ ジ ア   
北 ⻄ 部 地 雷 埋 設 地 域   

2020 年 4 ⽉ 〜 2021 年 3 ⽉   北 ⻄ 部 地 雷 埋 設 地 域 住 
⺠   

受 益 者 4,148 名   
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事 業 の ⽬ 的   地 雷 に よ る 脅 威 を 削 減 す る こ と で、 地 雷 被 害 を 受 け た カ ン ボ ジ ア の 農 村 地 
域 の 社 会 経 済 復 興 に 寄 与 す る。   

事 業 の 内 容   地 雷 撤 去 団 体 MAG の 機 械 (DIGGER ） チー ム へ の 運 営 費 の 提 供 を し た。   

主 な 成 果   

(1) 機 械 (DIGGER) チー ム の 活 動 に よ り、 324,833 ㎡ の ⼟ 地 の 地 雷 が 撤 去 さ れ 
た。   
(2) 任 務 地 の 地 雷 原 に お い て ⾒ つ かっ た 9 発 の 地 雷 を 100% 安 全 に 破 壊 し た。   
(3)   5,554 名 の 村 ⼈ が ⽣ 計 を 営 む た め の ⼟ 地 の 安 全 な 使 ⽤ が で き る よ う に 
なっ た。   

ア ジ ア （ 2 ）   

カ ン ボ ジ ア 地 雷 埋 設 地 域 村 落 開 発 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数 （単 年 度）   

カ ン ボ ジ ア   
バッ タ ン バ ン 州   
カ ム リ エ ン 郡   

通 年   

地 雷 埋 設 地 域 に 住 む 貧 
困 層 の 村 ⼈、 地 雷 被 害 
者 な ど の 紛 争 被 害 者 な 
ど 地 雷 埋 設 地 域 に 住 む 
貧 困 層 の 村 ⼈、 地 雷 被 
害 者、 タ イ へ の 出 稼 ぎ 
労 働 か ら の 帰 還 者   

ロ カ ブッ ス 村 77 世 帯   
プ レ ア・ プッ ト 村 貧 困 
層 30 世 帯 （幼 稚 園 周 辺 
コ ミュ ニ ティ 30 世 帯 ＋ 
⼩ 学 校 の 裏 の コ ミュ ニ 
ティ 8 世 帯）   

事 業 の ⽬ 的   地 雷 埋 設 地 域 の コ ミュ ニ ティ と 各 家 族 の レ ジ リ エ ン ス 向 上 に よ る 貧 困 削 
減。   

事 業 の 内 容   

【新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 対 策 ⽀ 援】   
⽯ 鹸 の 配 布   
【収 ⼊ 向 上 ⽀ 援】   
ロ カ ブッ ス 村 で は、 持 続 的 な 村 ⼈ た ち の ⽣ 活 向 上 の た め、 モ デ ル ファー ム 
を 建 設 し、 有 機 野 菜 栽 培、 家 畜 飼 育、 有 ⽤ 昆 ⾍ の 飼 育 の 技 術 を 向 上 さ せ る 
と と も に、 村 ⼈ た ち へ 普 及 を 図 る。 ファー マー ズ・ マー ケッ ト の 販 売 ⽀ 
援、 家 畜 銀 ⾏ の 運 営 に よっ て、 ⾃ 然 資 源 を 利 ⽤ し た 持 続 的 で 多 様 な 収 ⼊ 源 
の 確 保 の た め の ⽀ 援 を 実 施 し た。 プ レ ア・ プッ ト 村 で は、 貧 困 層 を 対 象 に 
ヤ ギ 銀 ⾏ と 鶏 銀 ⾏ の ⽀ 援 を 継 続 し た。   
【基 礎 教 育 ⽀ 援】   
プ レ ア・ プッ ト 村 の 編 ⼊ さ れ た コ ミュ ニ ティ で、 ⼩ 学 校 が 遠 い た め に 通 え 
な い ⼦ た ち 約 28 名 に 基 礎 教 育 ⽀ 援 を 実 施 し た。   

主 な 成 果   

(1)   地 雷 埋 設 地 域 の 貧 困 層 の 189 世 帯 へ オー ガ ニッ ク ⽯ 鹸 を 配 布 し、 新 型 コ 
ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 を 予 防 し た。   
(2)  地 雷 埋 設 地 域 の 貧 困 層 101 世 帯 へ 家 畜 銀 ⾏ か ら の 家 畜 貸 し 出 し に よ り、  
2020 年 度 中 に 合 計 US$21,906.11 の 収 ⼊ と な り、 貧 困 の 削 減 に 貢 献 し た。 モ 
デ ル ファー ム で、 指 標 と し て い た 50 種 類 以 上 と な る 55 種 類 の 野 菜 や 花 を 栽 
培 す る こ と が で き、 ファー マー ズ・ マー ケッ ト で の 農 産 物 の 販 売 を 3 世 帯 の 
村 ⼈ へ ハ ン ド オー バー す る こ と が で き た。   
(3)   地 雷 埋 設 地 域 の 貧 困 層 の ⼦ ど も た ち 28 名 へ、 基 礎 教 育 を 提 供 し た。   
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ア ジ ア （ 3 ）   

カ ン ボ ジ ア 地 雷 埋 設 地 域 の 脆 弱 な 障 害 者 家 族 へ の ⽣ 計 向 上 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数 （単 年 度）   

カ ン ボ ジ ア   
バッ タ ン バ ン 州   
カ ム リ エ ン 郡   

2017 年 4 ⽉〜 2021 年 1 ⽉   
（今 年 度 は 2020 年 4 
⽉〜 2021 年 1 ⽉）   

貧 困 層 地 雷 被 害 者 を 含 
む 障 害 者   

カ ム リ エ ン 郡 地 雷 被 害 
者 を 含 む 障 害 者 約 100 
家 族 +5 世 帯   

事 業 の ⽬ 的   カ ム リ エ ン 郡 の 障 害 者 と そ の 家 族 の ⽣ 計 向 上。   

事 業 の 内 容   
⾃ 然 資 源 を 利 ⽤ し た 農 業 技 術 訓 練、 家 畜 銀 ⾏ の 設 ⽴、 家 庭 菜 園 の 推 進、 ⽔ 
の 確 保 ⽀ 援 と と も に 環 境・ グ ロー バ ル 化 の リ ス ク・ 収 ⽀ バ ラ ン ス に 関 す る 
ワー ク ショッ プ を 実 施 し た。   

主 な 成 果   

(1) カ ウ ン ター パー ト 団 体、 バッ タ ン バ ン 州 農 林 ⽔ 産 局 と 現 地 NGO の 
CRDNASE に 障 害 者 へ の ⽀ 援 体 制 が 構 築 さ れ た。   
(2) グ ロー バ ル 経 済 の リ ス ク と お ⾦ に 関 す る ワー ク ショッ プ を 対 象 100 世 帯 に 
実 施 し、 ⽣ 計 向 上 の た め の 計 画 を 作 成 し た。   
(3)  対 象 100 世 帯 の う ち 2020 年 度 に は、 野 菜 の ⾃ 家 消 費、 隣 ⼈ へ の 無 料 提  
供、 販 売 し た も の を ⾦ 額 換 算 す る と 合 計 US$4,871.03 と な り、 ⽀ 出 の 削 減、 
販 売 に よ る 収 ⼊、 ま た 隣 ⼈ と の 社 会 関 係 資 本 の 強 化 に つ な がっ た。   
(4)   対 象 100 世 帯 の う ち、 本 事 業 の 活 動 に よ り、 93 世 帯 が 2 つ 以 上 の 収 ⼊ を 得 
る 活 動 に 取 り 組 み、 そ の う ち 事 業 終 了 時 ま で に 59 世 帯 が 2 つ 以 上 の 収 ⼊ 源 か 
ら の 収 ⼊ に つ な がっ た。 2021 年 3 ⽉ 末 ま で に、 対 象 100 世 帯 の 平 均 ⽉ 収 が 
US$52.47 と な り、 指 標 の 131% を 達 成 し た。   
(5) 障 害 者 100 世 帯 へ の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 予 防 の た め に ⽯ 鹸 の 配 布 を 
し た。   

ア ジ ア （ 4 ）   

社 会 的 弱 者 家 庭 へ の 不 発 弾 回 避 教 育 と ⽣ 活 基 盤 整 備 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数 （単 年 度）   

ラ オ ス   
シ エ ン ク ア ン 県   
ペッ ク 郡   
ヨー ド グ ム 地 域   

2020 年 4 ⽉ 〜 2021 年 3 ⽉   
不 発 弾 被 害 者、 不 発 弾 
汚 染 地 域 の 脆 弱 な 世 帯   

直 接 受 益 者: 1,546 名   
間 接 受 益 者: 2,390 名   

事 業 の ⽬ 的   

(1) 対 象 地 域 に 居 住 す る 幼 児 ら が 不 発 弾 事 故 に よ る 将 来 の 機 会 損 失 を 無 く す 
と 共 に、 「社 会 経 済 的 に 脆 弱 な ⼈々」 が 安 定 し た 収 ⼊ を 確 保 す る 基 盤 を 整 
え る。    
(2) 対 象 地 域 に 居 住 す る 幼 児 ら が 不 発 弾 を 回 避 す る 危 険 意 識 を 持 ち、 将 来 的 
に 彼 ら が ⾼ 等 教 育 を 受 け ら れ る よ う、 最 貧 困 層 の ⼈々 が 同 地 域 で ニー ズ の 
⾼ い 技 術 の 習 得 を 通 し て 多 様 な 収 ⼊ 源 を 得 る 基 盤 を 整 え る。   



  
  
２ − ２ ︓ 国 際 協 ⼒ 事 業 （ア フ リ カ）   
【⽅ 針】   
  元 ⼦ ど も 兵 や、 紛 争 被 害 ⼥ 性 な ど 最 も 脆 弱 な ⼈々 を 対 象 に、 可 能 な 限 り 個 別 の ニー ズ に 寄 り 添 い な 
が ら、 必 要 な 物 資、 知 識、 技 術 を 提 供 す る と と も に、 対 象 者 や 対 象 地 域 に 内 在 す る 多 様 な ⼒、 ま た 
は、 ⽂ 化 的・ 伝 統 的 な 価 値 を 活 か し な が ら、 対 象 者 （地 域・ コ ミュ ニ ティ） の ⾃ ⽴ と ⾃ 治 を 促 進 す 
る。 ま た、 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 感 染 予 防 対 策 の た め の 事 業 を 並 ⾏ し て 実 施 す る。   
  

【重 点 項 ⽬】   
  ウ ガ ン ダ 北 部 で の 「南 スー ダ ン 難 ⺠ 居 住 区 及 び ホ ス ト コ ミュ ニ ティ に お け る ⾃ ⽴ ⽀ 援 プ ロ ジェ ク 
ト」 及 び、 「新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 対 策 ⽀ 援 事 業」 を 本 年 度 の 重 点 項 ⽬ と す る。   
  

【成 果】   
  ウ ガ ン ダ に お い て は、 元 ⼦ ど も 兵 34 名 と そ の 受 け ⼊ れ 家 族・ 及 び 最 貧 困 層 37 名 に 対 し て、 コ ロ ナ 禍 
で ⼀ 時 中 断 を 余 儀 な く さ れ た が、 職 業 訓 練 や 基 礎 教 育 な ど 社 会 復 帰 に 必 要 な 知 識 や 技 術 ⽀ 援 を 提 供 す る 
と と も に、 訓 練 後 の 収 ⼊ 向 上 活 動 を フォ ロー アッ プ す る こ と が で き た。 ま た 南 スー ダ ン 難 ⺠ 112 名 及 び 
地 域 住 ⺠ （ホ ス ト コ ミュ ニ ティ） 86 名 に 対 し て、 BHN （⼈ 間 と し て の 基 本 的 ニー ズ） を 満 た す た め の 
⽀ 援 や、 職 業 訓 練、 収 ⼊ 向 上 の た め の ⽀ 援 を ⾏ う こ と が で き た。 こ れ ら の 活 動 は、 コ ロ ナ 禍 に ⼊ り、 ウ 
ガ ン ダ 政 府 が 社 会 経 済 活 動 の 制 限 を か け た こ と に よ り、 ⼤ き な 影 響 を 受 け た が、 同 時 に、 新 型 コ ロ ナ 
ウィ ル ス 対 策 ⽀ 援 事 業 を ⾏ い、 感 染 予 防 の た め の 活 動 や、 ロッ ク ダ ウ ン 下 で ⽣ 活 が 困 窮 し た 元 ⼦ ど も 兵 
や 難 ⺠、 最 貧 困 層 へ の ⽣ 活 ⽀ 援 を ⾏ う こ と が で き た。 感 染 予 防 の 活 動 と し て は、 ⽯ 鹸 や 消 毒 液、 ⼿ 洗 い 
設 備、 ⼿ 洗 い ⽅ 法 や、 マ ス ク の 使 ⽤ ⽅ 法 な ど の 感 染 予 防 の た め の 啓 発 ポ ス ター の 掲 ⽰、 ま た 新 型 コ ロ ナ 
ウィ ル ス 患 者 を 受 け ⼊ れ て い る グ ル 病 院 へ の 医 療 機 器 の ⽀ 援 な ど を ⾏ なっ た。 同 時 に、 コ ロ ナ 禍 で ⽣ 活 
が 困 窮 し た ⼈々 へ の 直 接 的 な ⾷ 料 や 衛 ⽣ ⽤ 品 の 配 布、 ま た、 仕 事 を 失っ た 脆 弱 層 へ の マ ス ク 作 り の 仕 事 
提 供 な ど を ⾏ い、 累 計、 65,000 名 の ⼈々 に ⽀ 援 を 届 け る こ と が で き た。   
  コ ン ゴ ⺠ 主 共 和 国 に お い て は、 昨 年 度 に 引 き 続 き、 紛 争 下 で 暮 ら す 最 貧 困 層 50 名 に 対 す る 養 蜂 技 術 訓 
練 や、 元 ⼦ ど も 兵・ 孤 児 を 抱 え る 50 世 帯 に 対 す る 家 畜 （ヤ ギ と モ ル モッ ト） の 供 与 及 び、 家 畜 飼 育 の 訓 
練 を ⾏ う こ と が で き た。 そ れ に よ り、 コ ロ ナ 禍 で ⽣ 活 が 困 窮 し た 世 帯 が 繁 殖 さ せ た ヤ ギ を 販 売 す る こ と 
に よ り こ の 危 機 を 乗 り 越 え る な ど の 事 例 が ⾒ ら れ た。 ⼀ ⽅、 コ ロ ナ 禍 の 影 響 は ⼤ き く、 コ ン ゴ ⺠ で も 感 
染 予 防 や ⽣ 活 が 困 窮 し て い る ⼈々 へ の ⽣ 計 ⽀ 援 を 強 化 し、 約 65,000 名 に ⽯ 鹸 や マ ス ク 配 布、 ⾷ 料 援 助、 
感 染 予 防 の た め の 啓 発 活 動 な ど を ⾏ う こ と が で き た。 同 時 に、 中 央 カ サ イ 州 に お い て は、 コ ロ ナ 禍 で あ 
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事 業 の 内 容   

多 機 能 型 協 働 施 設 及 び 裁 縫 店 舗 の 建 設・ 管 理 を ⽀ 援 し、 多 機 能 型 共 同 施 設 
や ⼩ 学 校、 幼 稚 園 な ど を 利 ⽤ し て、 特 に 6 歳 以 下 の ⼦ ど も た ち を 対 象 に 不 発 
弾 回 避 教 育 を 実 施 す る 準 備 を し た。 職 業 訓 練 校 と 協 ⼒ し て、 裁 縫、 キ ノ コ 
栽 培、 養 蜂 の 技 術 訓 練 を 提 供 す る と と も に、 家 計 簿 の 管 理 ⽅ 法 や ビ ジ ネ ス 
計 画 の ⽴ 案 指 導 も 実 施 し た。 マー ケ ティ ン グ ア ド バ イ ス な ど を す る こ と 
で、 ⽣ 計 を 向 上 さ せ た。 現 地 政 府 関 係 機 関 と と も に 事 業 を 実 施、 管 理 し、 
事 業 の 評 価、 報 告 会 を 開 催 し た。   

主 な 成 果   

(1) 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス に よ る 影 響 や、 建 設 場 所 の 変 更 な ど で、 計 画 よ り 遅 
れ た が、 多 機 能 型 協 働 施 設 と 裁 縫 店 舗 の 建 設 を 完 了 し た。   
(2) 幼 稚 園 ⽣ お よ び ⼩ 学 校 １、 2 年 ⽣ （ 7 歳 以 下 の ⼦ ど も） が、 不 発 弾 に 対 す 
る 正 し い 知 識 と 危 険 意 識 を 持 つ た め の 回 避 教 育 の 事 前 調 査 と 回 避 教 育 で 使 
⽤ す る 教 材 の 作 成、 カ リ キュ ラ ム の 準 備 を 進 め た。   
(3) 裁 縫 10 名 / キ ノ コ 栽 培 10 名 / 養 蜂 20 名 へ 職 業 技 術 訓 練 を 実 施 す る と と も 
に、 家 計 簿 の 管 理 ⽅ 法、 必 要 な 技 術・ 知 識 を ⾝ に つ け 裁 縫 の 店 舗 を 構 え て 
開 業 し、 商 品 を 販 売 す る ⽀ 援 を し た。   
(4) 政 府 カ ウ ン ター パー ト 機 関 と の 事 業 実 施 状 況 の 共 有 と 報 告、 評 価 を 実 施 
し た。   



り な が ら も、 ジュー ス 作 り や ⽯ 鹸 作 り に 従 事 す る 脆 弱 な ⼥ 性 た ち に 対 し、 仕 事 を 提 供 し 続 け る こ と が で 
き た。   
  ブ ル ン ジ に お い て は、 コ ロ ナ 禍 や ⼤ 統 領 選 挙 の 影 響 を 受 け な が ら も、 212 世 帯 （約 920 名） に 対 し 
て、 養 豚 の 技 術 訓 練 や、 収 ⼊ 向 上 ⽀ 援 を ⾏ う こ と が で き、 対 象 者 は 収 ⼊ を 得 る た め に 必 要 な 技 術 と 知 識 
を 習 得 す る こ と が で き た。 ま た、 対 象 者 に 対 し て 個 別 カ ウ ン セ リ ン グ を ⾏ い、 コ ミュ ニ ティ の ⼈々 と の 
関 係 性 を 構 築 す る た め の ⽀ 援 を ⾏ う こ と も で き た。 同 時 に、 パー ト ナー の ⾃ 治 体 （郡） と と も に シ ン グ 
ル マ ザー を 対 象 と し た リ ス ク 管 理 の 研 修 を ⾏ なっ た ほ か、 当 会 の 事 業 終 了 後 も ⾃ 治 体 が 郡 内 の ⼈々 へ 公 
共 サー ビ ス を 提 供 し 続 け る こ と が で き る よ う に、 建 設 し た 施 設 を 引 き 渡 す こ と が で き た。   
ま た、 国 内 避 難 ⺠ や 帰 還 し た ⼥ 性 た ち を 対 象 に、 村 落 貯 蓄 融 資 組 合 を 組 織 化 し、 そ の 運 営・ リー ダー 

シッ プ に 関 す る 訓 練 を ⾏ う と 共 に、 コ ミュ ニ ティ ワー ク （地 域 の ⼟ 砂 災 害 予 防 の た め の 側 溝 の 整 備 な 
ど） を 促 進 し、 コ ミュ ニ ティ と の 関 係 性 を 強 化 す る こ と が で き た。 な お、 ブ ル ン ジ に お い て も、 新 型 
コ ロ ナ ウィ ル ス の 感 染 予 防 の た め に、 280 箇 所 に ⼿ 洗 い 器 を 設 置 し た り、 3600 個 の ⽯ 鹸 の 配 布 や、 マ ス 
ク 制 作 の 仕 事 を 提 供 す る な ど の ⽣ 計 ⽀ 援 活 動 を ⾏ う こ と が で き た。   
   
【課 題】   
  ア フ リ カ 3 カ 国 に お い て は、 医 療 体 制 が 脆 弱 な た め、 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス の 感 染 拡 ⼤ を 抑 制 す る た め 
の 活 動 が 急 務 で あ り、 当 会 と し て で き る 限 り の ⽀ 援 事 業 は 実 施 し た が、 い ま だ に 医 療 体 制 の 脆 弱 さ は 
変 わっ て お ら ず、 引 き 続 き、 感 染 抑 制 を ⾏ なっ て い く こ と が 課 題 の ⼀ つ で あ る。 ⼀ ⽅、 ウ ガ ン ダ や コ 
ン ゴ に お い て は、 政 府 が 厳 し い ロッ ク ダ ウ ン や、 社 会 経 済 活 動 の 制 限 を 課 し た こ と に よ り、 多 く の 
⼈々 が 仕 事 を 失 う な ど の 影 響 を 受 け、 当 会 の 職 業 訓 練 な ど ⼈ が 多 く 集 ま る 活 動 は ⼀ 時 期、 停 ⽌ せ ざ る 
を 得 な い 状 況 に 陥っ た。 同 時 に、 職 業 訓 練 後 の 収 ⼊ 向 上 ⽀ 援 に お い て も、 こ う し た 経 済 活 動 の 制 限 
は、 負 の 影 響 を 与 え て お り、 今 後、 コ ロ ナ 禍 に お い て、 対 象 者 ら が 最 低 限 の ⾐ ⾷ 住 を 満 た し、 ⾃ ⽴ し 
た ⽣ 活 が で き る よ う に フォ ロー アッ プ し て い く こ と が ⼤ き な 課 題 で あ る。   
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ア フ リ カ （ 1 ）   

ウ ガ ン ダ 北 部 に お け る 元 ⼦ ど も 兵 社 会 復 帰 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数 （単 年 度）   

ウ ガ ン ダ 共 和 国   
グ ル 県、 パ デー 県、   
キ ト グ ム 県、 ア ム ル 
県   

2005 年〜 2022 年   
（今 年 度 は 2020 年 4 ⽉〜 
2021 年 3 ⽉）   

元 ⼦ ど も 兵 及 び そ の 
家 族・ 最 貧 困 層 住 ⺠   

元 ⼦ ど も 兵 34 名 と そ の 受 
け ⼊ れ 家 族・ 及 び 最 貧 困 
層 37 名   

事 業 の ⽬ 的   
元 ⼦ ど も 兵 が 社 会 復 帰 す る た め に 必 要 な 能 ⼒ を ⾝ に つ け、 経 済 的 に ⾃ ⽴ す る 
と と も に 地 域 住 ⺠ と の 関 係 を 改 善 し な が ら コ ミュ ニ ティ で 安 ⼼ し て 暮 ら せ る 
よ う に な る こ と。   

事 業 の 内 容   

ウ ガ ン ダ 北 部 地 域 に て 反 政 府 軍 （神 の 抵 抗 軍） に 誘 拐 さ れ 兵 ⼠ と し て 戦 わ せ 
ら れ て き た 元 ⼦ ど も 兵 を 対 象 に、 職 業 訓 練、 基 礎 教 育、 平 和 教 育、 ⼼ 理 社 会 
⽀ 援、 BHN ⽀ 援、 収 ⼊ 向 上 ⽀ 援 な ど を 組 み 合 わ せ た 包 括 的 な カ リ キュ ラ ム 
で、 元 ⼦ ど も 兵 の 社 会 復 帰 ⽀ 援 を 実 施 し た。   
※ BHN （ Basic   Human   Needs ） ⼈ 間 と し て の 基 本 的 ニー ズ   

主 な 成 果   

コ ロ ナ 禍 の 影 響 で、 2020 年 3 ⽉ 20 ⽇ 以 降、 ウ ガ ン ダ で は 学 校 や 教 会、 職 業 訓 練 
校 な ど ⼈ の 集 ま る 活 動 が 禁 ⽌ さ れ、 同 プ ロ ジェ ク ト に お け る 職 業 訓 練 も 停 ⽌ せ 
ざ る を 得 な い 状 況 に なっ た。 ⼀ ⽅、 コ ロ ナ 禍 対 策 ⽀ 援 事 業 と し て 感 染 予 防 や 
BHN ⽀ 援 を 強 化 す る と と も に、 10 ⽉ か ら 職 業 訓 練 の 再 開 が 許 可 さ れ、 職 業 訓 
練 や 基 礎 教 育、 平 和 教 育 な ど の 活 動 を 再 開 す る こ と が で き た。 当 初 の 予 定 で は 
12 ⽉ に フ ル タ イ ム の 社 会 復 帰 訓 練 を 終 了 す る 予 定 で あっ た が、 約 半 年 間 訓 練 
を 延 ⻑ し て 3 ⽉ 末 ま で 社 会 復 帰 訓 練 を ⾏っ て き た。 （ 2021 年 5 ⽉ 末 に 訓 練 完 
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了）。 コ ロ ナ 禍 で プ ロ ジェ ク ト （訓 練） 期 間 の 延 ⻑ を 余 儀 な く さ れ た が、 現 
在、 順 調 に 訓 練 を 続 け る こ と が で き て い る。   

ア フ リ カ （ 2 ）   

南 スー ダ ン 難 ⺠ 居 住 区 及 び ホ ス ト コ ミュ ニ ティ に お け る ⾃ ⽴ ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数 （単 年 度）   

ウ ガ ン ダ 共 和 国   
ア ジュ マ ニ 県   

2018 年 2 ⽉〜 2023 年 2 ⽉ 
（今 年 度 は 2020 年 4 
⽉〜 2021 年 3 ⽉）   

南 スー ダ ン 難 ⺠ 及 び ホ 
ス ト コ ミュ ニ ティ 最 貧 
困 層 住 ⺠   

南 スー ダ ン 難 ⺠ 112 名 
及 び ホ ス ト コ ミュ ニ 
ティ 住 ⺠ 86 名   

事 業 の ⽬ 的   
難 ⺠ 居 住 区 の 南 スー ダ ン 難 ⺠ 及 び ホ ス ト コ ミュ ニ ティ の 最 貧 困 層 が、 職 業 
訓 練 に よ り 必 要 な 能 ⼒ を ⾝ に つ け 経 済 的 に ⾃ ⽴ す る こ と。   

事 業 の 内 容   

ア ジュ マ ニ 県 パ ギ リ ニ ア 難 ⺠ 居 住 区 の 難 ⺠ と ホ ス ト コ ミュ ニ ティ 住 ⺠ を 対 
象 に ⾃ ⽴ ⽀ 援 を ⾏っ た。 ３ 期 ⽣ ９ ０ 名 を 受 け ⼊ れ、 洋 裁、 編 物、 ⽊ ⼯ ⼤ 
⼯、 レ ン ガ 積 み、 養 豚、 溶 接、 ビ ジ ネ ス 運 営 の 職 業 訓 練 等 を 実 施 し、 能 ⼒ 
向 上 ⽀ 援 を ⾏っ た。 ま た 収 ⼊ 向 上 ⽀ 援 と し て 開 業 準 備 を ⾏っ た。 ま た 2018 
・ 2019 年 度 で 受 け ⼊ れ 開 業 し た １、 ２ 期 ⽣ １ ０ ８ 名 の 収 ⼊ 向 上 の フォ ロー 
アッ プ を ⾏っ た。   

主 な 成 果   

(1)BHN ⽀ 援 ︓ ３ 期 ⽣ が 職 業 訓 練 に 専 念 で き る よ う 訓 練 期 間 中 の 裨 益 世 帯 の 
BHN （⼈ 間 と し て の 基 本 的 ニー ズ） を 満 た し た。   
(2) 能 ⼒ 向 上 ⽀ 援 ︓ ３ 期 ⽣ が 洋 裁、 編 物、 ⽊ ⼯ ⼤ ⼯、 レ ン ガ 積 み、 溶 接、 養 
豚 の 職 業 訓 練 を 受 け、 技 術・ 知 識 を 学 ん だ。   
(3) 収 ⼊ 向 上 ⽀ 援 ︓ １ 期 ⽣、 ２ 期 ⽣ が 洋 裁、 編 物、 ⽊ ⼯ ⼤ ⼯、 レ ン ガ 積 み の 
技 術 と 知 識 に よ り 収 ⼊ を 得 た。   

ア フ リ カ （ 3 ）   

ウ ガ ン ダ 北 部 に お け る 畜 産 ⽀ 援 に よ る 酪 農 組 合 開 発 事 業 （第 2 フェー ズ） 後 ⽅ ⽀ 援 事 業   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数 （単 年 度）   

ウ ガ ン ダ 共 和 国   
グ ル 県   

2019 年 4 ⽉〜 2022 年 3 ⽉ 
（今 年 度 は 2020 年 4 
⽉〜 2021 年 3 ⽉）   

貧 困 層   

計 74 世 帯 ︓   
１） パ イ ロッ ト 事 業 の 
酪 農 ⽀ 援 対 象 44 世 帯   
２） 第 2 フェー ズ の 酪 農 
⽀ 援 対 象 30 世 帯   

事 業 の ⽬ 的   

ウ ガ ン ダ 北 部 地 域 グ ル 県 と オ モ ロ 県 に お い て、 2019 年 10 ⽉ に 終 了 し た パ イ 
ロッ ト 事 業 で は、 ⼩ 規 模 農 家 が マ イ ク ロ リー ジ ン グ に よ り 乳 ⽜ を ⼊ ⼿ し て 
お り、 引 き 続 き、 酪 農 活 動 や ロー ン 返 済 の モ ニ タ リ ン グ を ⾏っ た。   
ま た 2019 年 4 ⽉ か ら 開 始 し た 第 ２ フェー ズ の 酪 農 ⽀ 援 を グ ル 県 ウ ニャ マ 副 郡 
で 引 き 続 き 実 施 し、 酪 農 組 合 の 設 ⽴ を ⽀ 援 し た。   
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事 業 の 内 容   

・ パ イ ロッ ト 事 業 の モ ニ タ リ ン グ   
・ 第 ２ フェー ズ ︓   
  ① 準 備 ︓ 組 合 職 員 リ ク ルー ト、 活 動 地・ 受 益 者 選 定、 社 会 資 本 形 成 研 修   
  ② 研 修 ︓ 酪 農 研 修 実 施、 サ イ レー ジ 作 り、 ⽜ 舎 建 設、 酪 農 組 合 整 備   
  ③ 配 置 ︓ 乳 ⽜ 配 置、 飼 養 管 理 徹 底、 モ ニ タ リ ン グ 強 化、 ロー ン 返 済 開 始   
  ④ モ ニ ター ︓ 乳 ⽜ 取 り 扱 い 研 修、 繁 殖   

主 な 成 果   上 記 の 公 益 財 団 法 ⼈ ⽇ 本 国 際 協 ⼒ 財 団 が 実 施 す る 活 動 に 対 す る 後 ⽅ ⽀ 援 を 
円 滑 に 実 施 し た。   

ア フ リ カ （ 4 ）   

ウ ガ ン ダ に お け る 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 対 策 ⽀ 援 事 業   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数 （単 年 度）   

ウ ガ ン ダ 共 和 国   
グ ル 県、   
ア ジュ マ ニ 県   

2020 年 4 ⽉〜 2021 年 3 ⽉   難 ⺠、 元 ⼦ ど も 兵、 
最 脆 弱 層、 医 療 従 事 
者、 地 域 住 ⺠   

約 65,000 名   

事 業 の ⽬ 的   新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス の 感 染 を 予 防 す る と 共 に、 最 脆 弱 層 の ⼈々 の 社 会 経 済 的 
ダ メー ジ を 最 ⼩ 限 に 抑 え る こ と。   

事 業 の 内 容   

(1) 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 感 染 予 防 活 動   
⽯ 鹸 や 洗 剤、 消 毒 液、 ⼿ 洗 い 設 備 な ど の 衛 ⽣ ⽤ 品、 備 品 の 供 与 及 び、 ⼿ 洗 い 
⽅ 法 や、 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 予 防 の た め の 啓 発 活 動、 チ ラ シ 配 布、 ポ ス ター 
掲 ⽰ な ど。   
(2) 最 脆 弱 層 へ の ⽣ 計 ⽀ 援 活 動   〜 経 済 的 ダ メー ジ 軽 減 の た め の 活 動〜   
⾷ 料、 ⽣ 活 物 資 の 緊 急 ⽀ 援、 就 業 機 会 の 提 供、 商 業 活 動 を 継 続 （再 開） す る 
た め の ⽣ 計 ⽀ 援 な ど。   

主 な 成 果   

ウ ガ ン ダ 北 部 の 最 貧 困 層 や 元 ⼦ ど も 兵、 ま た 南 スー ダ ン か ら の 難 ⺠ に 対 し 
て、 感 染 予 防 の た め の 啓 発 ポ ス ター や チ ラ シ を 7 万 枚 以 上 掲 ⽰・ 配 布 す る と と 
も に ⽯ 鹸 や マ ス ク、 ⼿ 洗 い 設 備 な ど の 感 染 予 防 の た め の 緊 急 ⽀ 援 を ⾏ う こ と 
が で き た。 ま た、 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 感 染 者 を 収 容 す る 病 院 （グ ル 病 院） に 
お い て 医 療 器 具 や マ ス ク の 供 与、 隔 離 施 設 に お い て ⾷ 料 や ⽣ 活 物 資 の 供 与 を 
⾏ う と と も に、 コ ロ ナ 禍 で ⽣ 活 が 困 窮 す る 難 ⺠ や 最 貧 困 層 に 対 す る ⾷ 料 や ⽣ 
活 物 資 の ⽀ 援 を ⾏ う こ と が で き た。 な お、 コ ロ ナ 禍 （ロッ ク ダ ウ ン） の 影 響 
で 仕 事 を 失っ た ⼈々 に 対 し て、 マ ス ク 作 り の 仕 事 を 提 供 す る な ど し て ⽣ 計 ⽀ 
援 を ⾏ う こ と が で き た。   

ア フ リ カ （ 5 ）   

南 キ ブ 州 に お け る 最 脆 弱 層 世 帯 の 養 蜂 ビ ジ ネ ス 起 業 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト   

活 動 地 域 （活 動 
国）   

事 業 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数 （単 年 度）   

コ ン ゴ ⺠ 主 共 和 国   
南 キ ブ 州、   
カ レ ヘ ⾏ 政 区、   

2020 年 4 ⽉〜 2021 年 3 
⽉   

最 脆 弱 層 （主 に 寡 婦、 国 内 避 
難 ⺠、 最 貧 困 層）   
  

最 脆 弱 層 50 名   及 び そ 
の 家 族 約 250 名   
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カ ロ ン ゲ 区 域   

事 業 の ⽬ 的   紛 争 下 で 暮 ら す 最 脆 弱 層 が 養 蜂 技 術 を 習 得 し、 養 蜂 ビ ジ ネ ス を 起 業 す る こ と 
で、 収 ⼊ 源 を 確 保 す る こ と。   

事 業 の 内 容   
紛 争 下 で 暮 ら す 最 貧 困 層 50 名 を 対 象 に 養 蜂 の 技 術 訓 練 を ⾏ い、 養 蜂 ビ ジ ネ ス を 
開 始 す る た め の 技 術 指 導 や 備 品 の 供 与、 養 蜂 場 の 整 備、 商 品 開 発、 販 促 ⽀ 援 な 
ど を ⾏ な う。   

主 な 成 果   

コ ロ ナ 禍 の 影 響 で、 予 定 し て い た 加 ⼯ 訓 練 の 資 機 材 が 隣 国 ブ ル ン ジ か ら 運 搬 で 
き な い 状 況 が 続 い て い た が、 養 蜂 の 実 地 訓 練 は 継 続 し て ⾏ う こ と が で き、 現 在 
は 受 益 者 の み で、 養 蜂 箱 の 内 検 や 害 ⾍ の 駆 除、 養 蜂 場 の 整 備 な ど を ⾏ う こ と が 
で き る よ う に なっ て い る。 今 後、 機 材 の 運 搬 が 出 来 次 第、 加 ⼯ 技 術 の 訓 練 を 開 
始 し て い く 予 定 と し て い る。   

ア フ リ カ （ 6 ）   

南 キ ブ 州 に お け る ⼦ ど も の 徴 兵 予 防 プ ロ ジェ ク ト   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数 （単 年 度）   

コ ン ゴ ⺠ 主 共 和 国   
南 キ ブ 州、   
カ レ ヘ ⾏ 政 区、   
カ ロ ン ゲ 区 域   

2020 年 4 ⽉〜 2021 年 3 ⽉   ① 元 ⼦ ど も 兵 及 び 孤 
児   
② 元 ⼦ ど も 兵 及 び 孤 
児 の 受 け ⼊ れ 世 帯   

① 元 ⼦ ど も 兵 及 び 孤 児 
250 名   
② 元 ⼦ ど も 兵 及 び 孤 児 
の 受 け ⼊ れ 世 帯 50 世 帯 
約 150 名   

事 業 の ⽬ 的   紛 争 下 で 暮 ら す 元 ⼦ ど も 兵 及 び 孤 児 が 就 学 し、 そ の 受 け ⼊ れ 家 族 が 収 ⼊ 源 を 
確 保 す る こ と で、 ⼦ ど も の 徴 兵 を 予 防 す る こ と。   

事 業 の 内 容   
初 等 教 育 か ら 取 り 残 さ れ た 孤 児 や 元 ⼦ ど も 兵 250 名 へ 初 等 教 育 を 受 け る た め に 
必 要 な 学 業 ⽀ 援 を 実 施 し て い く と と も に、 そ の 受 け ⼊ れ 世 帯 に 対 し て、 家 畜 
の 提 供 や 飼 育 技 術 の 研 修、 ⼩ 規 模 ビ ジ ネ ス の 指 導 を ⾏っ て い く。   

主 な 成 果   

コ ロ ナ 禍 の 影 響 で、 政 府 が 学 校 を 閉 鎖 し、 4 ⽉〜 8 ⽉ ま で は 初 等 教 育 を 中 断 せ 
ざ る を 得 な い 状 況 で あっ た が、 家 畜 飼 育 の 活 動 は 順 調 に 進 め る こ と が で き、 
50 世 帯 へ の 家 畜 供 与 と 飼 育 訓 練 は ⾏ う こ と が で き た。 ま た、 昨 年 度、 家 畜 を 
供 与 し た 世 帯 を 含 め、 ほ と ん ど の 世 帯 で モ ル モッ ト、 ヤ ギ の 繁 殖 に 成 功 し て 
お り、 ⽣ 活 が 困 窮 し た 世 帯 が 繁 殖 し た ヤ ギ を 販 売 し て、 コ ロ ナ 禍 で の ⽣ 活 を 
維 持 す る こ と が で き て い る。 ま た、 8 ⽉ 以 降 に 学 校 教 育 が 開 始 さ れ て か ら は、 
対 象 者 の ⼦ ど も た ち へ の 教 育 も 再 開 で き て い る。   

  ア フ リ カ （ 7 ）   

中 央 カ サ イ 州 に お け る 紛 争 の 影 響 を 受 け た 最 脆 弱 層 ⼥ 性 に 対 す る レ ジ リ エ ン ス 向 上 プ ロ ジェ ク ト   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数 （単 年 度）   
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コ ン ゴ ⺠ 主 共 和 国   
中 央 カ サ イ 州、   
カ ナ ン ガ 市   

2020 年 4 ⽉〜 2021 年 3 ⽉   紛 争 被 害 ⼥ 性 （国 内 
避 難 ⺠、 寡 婦、 性 暴 
⼒ 被 害 ⼥ 性、 孤 児、 
最 貧 困 層 ⼥ 性）   

直 接 受 益 者 ︓ 280 名   
間 接 受 益 者 ︓ 直 接 受 益 
者 の 家 族 1,953 名   

事 業 の ⽬ 的   
対 象 者 が 新 た な 収 ⼊ 源 を 維 持 し、 ⽣ 計 を 向 上 す る と と も に、 ソー シャ ル キャ 
ピ タ ル （社 会 関 係 資 本） を 増 ⼤ し、 リ ス ク や 困 難 に 対 す る レ ジ リ エ ン ス を 向 
上 す る こ と。   

事 業 の 内 容   

直 接 受 益 者 を 対 象 に、 パ イ ナッ プ ル ジュー ス 作 り、 ⽯ 鹸 作 り の ⽣ 産 性 向 上 ⽀ 
援、 販 売 促 進 ⽀ 援、 及 び、 洋 裁 の 技 術 訓 練・ 開 業 ⽀ 援 を ⾏ う。 ま た、 各 グ 
ルー プ 内 外 の 協 ⼒ 体 制 を 強 化 し、 グ ルー プ ビ ジ ネ ス の 運 営 ⽅ 法 の 指 導、 法 的 
⽀ 援 を ⾏ う。   

主 な 成 果   

コ ロ ナ 禍 の 影 響 を 受 け た が、 ① パ イ ナッ プ ル ジュー ス 作 り に 取 り 組 む 全 グ 
ルー プ （１ グ ルー プ 25 名 × ４ グ ルー プ =100 名） は、 ジュー ス 販 売 を 継 続 す る こ 
と が で き、 収 益 を 維 持 す る こ と が で き て い る。 コ ロ ナ 禍 で 他 地 域 か ら の 飲 料 
の 流 通 が 滞 る 中、 地 元 の パ イ ナッ プ ル を 使っ た ジュー ス 作 り は、 コ ロ ナ 禍 の 
影 響 を 最 ⼩ 限 に 抑 え る こ と が で き て い る。 ま た、 ② ⽯ 鹸 作 り に 取 り 組 む 全 グ 
ルー プ （１ グ ルー プ 25 名 × ４ グ ルー プ =100 名） も、 コ ロ ナ 対 策 に 必 須 な ⽯ 鹸 の 
需 要 は ⾼ く、 付 加 価 値 の ⾼ い ⽯ 鹸 を 開 発 す る な ど し て 収 ⼊ を 維 持 す る こ と が 
で き て い る。 な お、 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 対 策 ⽀ 援 事 業 と し て、 ⽯ 鹸 グ ルー プ 
に は、 地 域 の 最 貧 困 層 へ 配 布 す る ⽯ 鹸 を 約 6 万 5 千 個 ⽣ 産 す る こ と が で き た。 
ま た、 ③ 洋 裁 訓 練 の 対 象 者 全 員 （ 60 名） が グ ルー プ ま た は 個 ⼈ で 洋 裁 店 舗 を 
開 業 し、 90 ％ 以 上 （ 54 名） が 基 本 的 ニー ズ を 満 た す だ け の 収 ⼊ を 確 保・ 維 持 
す る こ と も で き て い る。   

ア フ リ カ （ 8 ）   

コ ン ゴ に お け る 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 対 策 ⽀ 援 事 業   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数 （単 年 度）   

コ ン ゴ ⺠ 主 共 和 国   
南 キ ブ 州、   
中 央 カ サ イ 州   

2020 年 4 ⽉〜 2021 年 3 ⽉   難 ⺠・ 国 内 避 難 ⺠、 
紛 争 被 害 ⼥ 性、 元 ⼦ 
ど も 兵、 最 貧 困 層、 
地 域 住 ⺠、 洪 ⽔ 被 害 
者・ 被 災 者   

約 65,000 名   

事 業 の ⽬ 的   新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス の 感 染 を 予 防 す る と 共 に、 最 脆 弱 層 の ⼈々 の 社 会 経 済 的 
ダ メー ジ を 最 ⼩ 限 に 抑 え る こ と。   

事 業 の 内 容   

(1) 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 感 染 予 防 活 動   
⽯ 鹸 や 洗 剤、 消 毒 液、 ⼿ 洗 い 設 備 な ど の 衛 ⽣ ⽤ 品、 備 品 の 供 与 及 び、 ⼿ 洗 い 
⽅ 法 や、 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 予 防 の た め の 啓 発 活 動、 チ ラ シ 配 布、 ポ ス ター 
掲 ⽰ な ど。   
(2) 最 脆 弱 層 へ の ⽣ 計 ⽀ 援 活 動   〜 経 済 的 ダ メー ジ 軽 減 の た め の 活 動〜   
⾷ 料、 ⽣ 活 物 資 の 緊 急 ⽀ 援、 就 業 機 会 の 提 供、 商 業 活 動 を 継 続 （再 開） す る 
た め の ⽣ 計 ⽀ 援 な ど。   
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主 な 成 果   

感 染 予 防 の た め の ⼿ 洗 い 器 を 市 場 や 刑 務 所 な ど ⼈ が 密 集 す る 場 所 に 200 箇 所 
以 上 に 設 置 し、 ⽯ 鹸 の 配 布 と ⼿ 洗 い ポ ス ター を 使っ た 感 染 予 防 の 啓 発 活 動 を 
⾏ う こ と で 南 キ ブ 州 や 中 央 カ サ イ 州 に お い て 感 染 予 防 を 促 進 す る こ と が で き 
た。 ま た、 最 貧 困 層 や 国 内 避 難 ⺠、 ⾼ 齢 者 な ど へ ⽯ 鹸 や ⾷ 料 配 布 な ど 直 接 的 
な ⽣ 活 ⽀ 援 を ⾏ う と と も に、 マ ス ク や ⽯ 鹸 作 り の 仕 事 を 提 供 し、 コ ロ ナ 禍 で 
の ⽣ 計 維 持 を ⽀ え る こ と が で き た。   

ア フ リ カ （ 9 ）   

ブ ル ン ジ 農 村 部 コ ミュ ニ ティ に お け る 社 会 的 弱 者 （ EVIs ） 世 帯 の ⾃ ⽴ と ⾃ 治 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数 （単 年 度）   

ブ ル ン ジ 共 和 国   
ム ラ ン ビ ヤ 県   
キ ガ ン ダ 郡   

2018 年 4 ⽉〜 2022 年 3 ⽉ 
（今 年 度 は 2020 年 4 
⽉〜 2021 年 3 ⽉）   

社 会 的 弱 者 （シ ン グ ル 
マ ザー、 ス ト リー ト チ 
ル ド レ ン、 最 貧 困 層 住 
⺠）   

212 世 帯 （約 920 名）   

事 業 の ⽬ 的   社 会 的 弱 者 が 農 村 コ ミュ ニ ティ 内 で、 周 囲 と の つ な が り を 強 化 し、 基 本 的 
ニー ズ を 満 た し た ⽣ 活 が で き る 環 境 を 整 え る こ と。   

事 業 の 内 容   

対 象 地 域 に お い て、 失 業 中 の 若 者 で 構 成 さ れ る 協 同 組 合 を 対 象 と し た 養 豚 
の 技 術 訓 練・ 収 ⼊ 向 上 ⽀ 援、 2018 ・ 2019 年 度 に 養 蜂・ 洋 裁・ ヘ ア ド レッ シ 
ン グ・ 養 豚 の 技 術 を 学 ん だ 対 象 者 の 収 ⼊ 向 上 ⽀ 援 を ⾏っ た。 そ の 間、 訓 練 
や 収 ⼊ 向 上 活 動 の 安 定 に 集 中 で き る よ う、 ⽣ 活 ⽀ 援、 状 況 に 応 じ た 個 別 カ 
ウ ン セ リ ン グ も ⾏っ た ほ か、 ソー シャ ル キャ ピ タ ル 向 上 の た め、 対 象 者 に 
よ る コ ミュ ニ ティ ワー ク な ど も 促 進 し た。   
加 え て、 パー ト ナー の ⾃ 治 体 （郡） と 共 に シ ン グ ル マ ザー を 対 象 と し た リ 
ス ク 管 理 の 研 修 を ⾏っ た ほ か、 建 設 し た 施 設 を 引 き 渡 し た。 最 終 年 度 は、 
⾃ 治 体 が 同 施 設 を 活 ⽤ し て 事 業 を 出 来 る よ う、 バッ ク アッ プ を ⾏ う。   

主 な 成 果   

コ ロ ナ 禍 や ⼤ 統 領 選 挙 の 影 響 を 受 け な が ら も、 212 世 帯 （約 920 名） に 対 し 
て、 養 豚 の 技 術 訓 練 や、 収 ⼊ 向 上 ⽀ 援 を ⾏ う こ と が で き、 対 象 者 は 収 ⼊ を 
得 る た め に 必 要 な 技 術 と 知 識 を 習 得 す る こ と が で き た。 ま た、 対 象 者 に 対 
し て 個 別 カ ウ ン セ リ ン グ や コ ミュ ニ ティ ワー ク、 平 和 教 育 の 実 施 を 通 し 
て、 対 象 者 間・ 家 族 や コ ミュ ニ ティ の ⼈々 と の 関 係 性 を 強 化 で き た。 同 時 
に、 建 設 し た 施 設 を キ ガ ン ダ 郡 に 引 き 渡 し た こ と に よ り、 当 会 の 事 業 終 了 
後 も ⾃ 治 体 が 郡 内 の ⼈々 へ 公 共 サー ビ ス を 提 供 し 続 け る こ と が で き る ⼀ 歩 
と なっ た。   

ア フ リ カ （ 10 ）   

ブ ジュ ン ブ ラ ルー ラ ル 県 に お け る 帰 還 ⺠ ⼥ 性・ 国 内 避 難 ⺠ ⼥ 性 の 社 会 経 済 的 エ ン パ ワ メ ン ト プ ロ ジェ 
ク ト   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数 （単 年 度）   

ブ ル ン ジ 共 和 国   
ブ ジュ ン ブ ラ ルー ラ 
ル 県    

2020 年 10 ⽉〜 2021 年 2 ⽉   帰 還 ⺠ ⼥ 性、 国 内 避 
難 ⺠ ⼥ 性、 ホ ス ト コ 
ミュ ニ ティ 住 ⺠   

1,000 名   

事 業 の ⽬ 的   帰 還 ⺠ ⼥ 性 と 国 内 避 難 ⺠ ⼥ 性 が 尊 厳 を 取 り 戻 し、 恒 久 的・ 持 続 的 な 解 決 策 を 



  

  
  
２ − ３ ︓ ⼤ 槌 復 興 刺 し ⼦ プ ロ ジェ ク ト （東 ⽇ 本 ⼤ 震 災 復 興 ⽀ 援）   
【⽅ 針】   
  東 ⽇ 本 ⼤ 震 災 に よ り、 甚 ⼤ な 被 害 を 受 け た 岩 ⼿ 県 ⼤ 槌 町 に て、 東 北 の 伝 統 技 術 で あ る 「刺 し ⼦」 商 
品 の 制 作・ 販 売 を 通 じ て、 継 続 的 な 地 元 ⼈ 材 雇 ⽤ や、 作 り ⼿ の ⼥ 性 た ち の 収 ⼊・ ⽣ き 甲 斐 を 創 出 す 
る。 特 に、 震 災 か ら 10 年 が 経 過 し、 被 災 者 の ⽅々 の ⽣ 活 環 境 の 変 化 も 著 し く な る 中 で、 本 プ ロ ジェ ク 
ト に よ り 形 成 さ れ た コ ミュ ニ ティ の 維 持 と 活 性 化 を 進 め る と と も に、 事 業 を 継 続・ 発 展 す る た め の 基 
盤 整 備 等 に 注 ⼒ す る。 ま た、 本 プ ロ ジェ ク ト 開 始 10 年 を 迎 え る 2021 年 向 け て、 事 業 評 価 の た め の 調 査 
を 継 続。   
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得 る。   

事 業 の 内 容   

対 象 地 域 に て、 タ ン ザ ニ ア か ら 帰 還 し た ブ ル ン ジ 難 ⺠ （帰 還 ⺠） の ⼥ 性、 ⾃ 
然 災 害 な ど に よ り 移 動 し た 国 内 避 難 ⺠ （ IDPs ） の ⼥ 性、 そ の ホ ス ト コ ミュ 
ニ ティ を 対 象 に、 VSLA （村 落 貯 蓄 融 資 組 合） を 組 織 化 し、 VSLA の 運 営・ 
リー ダー シッ プ に 関 す る 訓 練 を ⾏っ た。   
ま た、 コ ミュ ニ ティ ワー ク （⼟ 砂 災 害 予 防 の た め の 側 溝 の 整 備 な ど） の 実 
施、 そ れ に 必 要 な マ テ リ ア ル を 供 与 し た。   

主 な 成 果   

村 落 貯 蓄 融 資 組 合 を 組 織 化・ 運 営 や リー ダー シッ プ に 関 す る 研 修 を 通 し て、 
対 象 者 が 村 落 貯 蓄 融 資 組 合 の 運 営 に 必 要 な 技 術 を ⾝ に つ け、 グ ルー プ・ 個 ⼈ 
で の 収 ⼊ 向 上 活 動 を 実 施 で き る よ う に な り、 対 象 者 の 尊 厳 の 向 上 に 寄 与 し 
た。 ま た、 コ ミュ ニ ティ ワー ク の 実 施 を 通 し て、 対 象 者 間・ コ ミュ ニ ティ と 
の 関 係 性 を 強 化 す る こ と が で き た。 事 業 終 了 後 も、 継 続 し て 村 落 貯 蓄 融 資 組 
合 の 運 営 や コ ミュ ニ ティ ワー ク を 継 続 し て い る。   

ア フ リ カ （ 11 ）   

ブ ル ン ジ   に お け る 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 対 策 ⽀ 援 事 業   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数 （単 年 度）   

ブ ル ン ジ 共 和 国   
ム ラ ン ビ ヤ 県    

2020 年 4 ⽉〜 2021 年 3 ⽉   最 貧 困 層、 地 域 住 ⺠   約 67,500 名   

事 業 の ⽬ 的   新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス の 感 染 を 予 防 す る と 共 に、 最 脆 弱 層 の ⼈々 の 社 会 経 済 的 
ダ メー ジ を 最 ⼩ 限 に 抑 え る こ と。   

事 業 の 内 容   

(1) 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 感 染 予 防 活 動   
学 校 な ど ⼈ が 多 く 集 ま る 場 所 に 対 し て、 簡 易 ⼿ 洗 い 設 備・ ⽯ 鹸 を 配 布 し、 新 
型 コ ロ ナ ウィ ル ス 予 防 の た め の 啓 発 活 動 を ⾏っ た。   
(2) 最 脆 弱 層 へ の ⽣ 計 ⽀ 援 活 動   〜 経 済 的 ダ メー ジ 軽 減 の た め の 活 動〜   
過 去 に 当 会 が 実 施 し た 技 術 訓 練 に よ り 洋 裁 技 術 を 学 ん だ 対 象 者 に、 布 マ ス ク 
の 製 作 を 通 し た 就 業 機 会 の 提 供 を ⾏っ た。 加 え て、 コ ロ ナ 禍 で も 商 業 活 動 を 
継 続 す る た め の ⽣ 計 ⽀ 援 を ⾏っ た。   

主 な 成 果   

新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス の 感 染 予 防 の た め に、 280 箇 所 に 453 の ⼿ 洗 い 器 を 設 
置、 約 3,600 個 の ⽯ 鹸 の 配 布 を ⾏っ た ほ か、 医 療 従 事 者 へ の 新 型 コ ロ ナ ウィ 
ル ス 対 策 の 研 修 の 実 施 ⽀ 援、 病 院 へ の マッ ト レ ス ⽀ 援 を 通 し て、 事 業 地 内 で 
の 感 染 拡 ⼤ の 予 防 に 寄 与 し た。   
加 え て、 1,000 個 の 布 マ ス ク 製 作 を 通 し て 収 ⼊ が 確 保 で き た ほ か、 ⽣ 計 ⽀ 援 
を 通 し て、 最 脆 弱 層 へ の 経 済 的 ダ メー ジ が 軽 減 さ れ た。   



【重 点 項 ⽬】   
・ 「刺 し ⼦ 会」 等 を 通 じ た、 お 互 い に 学 び、 助 け 合 う、 相 互 扶 助 的 関 係 性 の 構 築 (コ ミュ ニ ティ 形 成、 
維 持)   
・ 講 習 会 等 の 開 催 を 通 じ た 受 益 者 の 技 術 向 上 の 促 進 と ⽣ き 甲 斐 づ く り   
・ 商 品 の 企 画・ 製 作、 イ ベ ン ト 参 加 を 通 じ た 事 業 に 対 す る オー ナー シッ プ の 醸 成   
・ 中 川 政 七 商 店 の コ ン サ ル ティ ン グ を 通 じ た 事 業 化 に 向 け た 基 盤 作 り   
  

【成 果】   
  2011 年 6 ⽉ の 事 業 開 始 以 降、 定 期 的 な 刺 し ⼦ 会 の 開 催 を 通 じ て、 受 益 者 同 ⼠ の コ ミュ ニ ティ の 維 持・ 
形 成 を す る と と も に、 受 益 者 に 対 し て、 内 職 に よ る 仕 事 の 提 供 と ⽣ き 甲 斐 の 創 出 を ⾏っ て き た。   
今 年 は、 震 災 か ら 10 年 を 迎 え る 年 で あっ た が、 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス の 感 染 拡 ⼤ の 影 響 を 受 け た 年 で も 
あっ た。 毎 週 ⽕・ ⽔ 曜 ⽇ に 開 催 し て い る 刺 し ⼦ 会 や お 茶っ こ、 技 術 講 習 会 は、 感 染 状 況 や 刺 し ⼦ さ ん 
の 様 ⼦ に 配 慮 し、 事 務 所 の 換 気、 時 間 割 制 の 導 ⼊、 ⼿ 洗 い、 ⼿ 指 消 毒 な ど の 感 染 防 ⽌ に つ と め な が ら 
開 催 し た。   
  販 売 イ ベ ン ト は 中 ⽌ や 客 ⾜ が ⾒ 込 め な い こ と か ら、 出 店 を 断 念 す る こ と も あっ た が、 ⾼ 崎 ⾼ 島 屋 (群 
⾺ 県)、 ⽶ ⼦ ⾼ 島 屋 (⿃ 取 県) で の 物 産 展 に 出 展 し、 ⽶ ⼦ ⾼ 島 屋 で は、 出 展 の 様 ⼦ が テ レ ビ 放 映 さ れ た。 4 
⽉ か ら は、 通 常、 刺 し ⼦ ふ き ん に 使 ⽤ す る 晒 し を ⽤ い て、 布 マ ス ク の 販 売 を ⾏ い、 約 1,500 枚 を 販 売。 
そ の う ち 200 枚 を、 特 定 ⾮ 営 利 活 動 法 ⼈ RITA-Congo を 通 じ て、 当 会 の ⽀ 援 活 動 地 域 で あ り、 ノー ベ ル 
平 和 賞 受 賞 者 の ム ク ウェ ゲ 医 師 が 運 営 す る コ ン ゴ ⺠ 主 共 和 国 南 キ ブ 州 ブ カ ブ の パ ン ジ 病 院 に 寄 贈 し 
た。 ま た、 7 ⽉ に 熊 本 県 を 中 ⼼ に 発 ⽣ し た 「令 和 2 年 7 ⽉ 豪 ⾬」 に 際 し、 甚 ⼤ な 被 害 を 受 け た 熊 本 県 ⼈ 吉 
市 に お け る ボ ラ ン ティ ア 活 動 を ⽀ 援 す る た め に、 期 間 限 定 で 対 象 商 品 売 り 上 げ 50 ％ を ⽀ 援 ⾦ と す る 
キャ ン ペー ン を 実 施。 「熊 本 県 ⼈ 吉 市・ 復 興 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト チー ム」 に 198,247 円 を 寄 付 し た。   
  ま た、 ⼤ 槌 ⾼ 校 の 在 校 ⽣ に よ る 事 務 所 訪 問、 ⼤ 槌 ジ ビ エ ソー シャ ル プ ロ ジェ ク ト と の ⿅ ⾰ の 活 ⽤ に 
つ い て 検 討 を 始 め る な ど、 地 域 と の 交 流 を 広 げ る こ と が で き た。   
  2021 年 3 ⽉ に は 震 災 か ら 10 年、 6 ⽉ に は 本 プ ロ ジェ ク ト 開 始 か ら 10 周 年 を 迎 え る に あ た り、 新 ⽣ ⼤ 槌 
刺 し ⼦ と し て 事 業 を 開 始 す る た め に、 2020 年 度 に 引 き 続 き、 事 業 継 続 の た め の 株 式 会 社 中 川 政 七 商 店 
に よ る コ ン サ ル ティ ン グ を 受 け、 2021 年 度 以 降 の 事 業 の 基 盤 整 備 を ⾏っ た。 ま た、 2020 年 4 ⽉ よ り、 
パー ト 職 員 1 名 を 正 職 員 と し て 採 ⽤ し た。 収 ⼊ 合 計 は 約 10,965 千 円、 刺 し ⼦ さ ん へ お ⽀ 払 い ⼯ 賃 は、 約 
1,420 千 円 と な り、 ⽬ 標 を ⼤ き く 下 回 る 結 果 と なっ た。   
  

【課 題】   
  2020 年 度 は、 東 ⽇ 本 ⼤ 震 災 か ら 10 年 を 迎 え る 年 と な り、 ⼤ 槌 復 興 刺 し ⼦ プ ロ ジェ ク ト も 次 の 10 年 に 
向 け た 契 機 と す べ く 発 進 し た が、 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス の 感 染 拡 ⼤ に 伴 う 販 売 不 振 が ⼤ き く 影 響 し た 1 年 
と なっ た。 2021 年 に お い て も、 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス の 感 染 拡 ⼤ の 収 束 ⾒ 通 し が ⽴ た な い 中、 刺 し ⼦ さ 
ん と の 関 係 性 の 維 持、 販 売 促 進 に 注 ⼒ す る 必 要 が あ る。 事 業 に とっ て 厳 し い 局 ⾯ が 続 い て い る が、 新 
し い こ と に も チャ レ ン ジ し な が ら、 柔 軟 に 対 応 す る こ と で、 乗 り 越 え て い き た い。   
    

  

16   
    

東 ⽇ 本 ⼤ 震 災 復 興 ⽀ 援   

⼤ 槌 復 興 刺 し ⼦ プ ロ ジェ ク ト   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数 （単 年 度）   

岩 ⼿ 県 ⼤ 槌 町   通 年   
東 ⽇ 本 ⼤ 震 災 の 被 災 地 
域 の ⼥ 性   33 名   

事 業 の ⽬ 的   

東 ⽇ 本 ⼤ 震 災 に よ り、 甚 ⼤ な 被 害 を 受 け た 岩 ⼿ 県 ⼤ 槌 町 に て、 東 北 の 伝 統 
技 術 で あ る 「刺 し ⼦」 商 品 の 制 作、 販 売 を 通 じ て、 継 続 的 な 地 元 ⼈ 材 の 雇 
⽤ と 作 り ⼿ の ⼥ 性 た ち の 収 ⼊・ ⽣ き 甲 斐 を 創 出 す る。 こ の こ と を 通 じ て、 
復 興、 地 域 創 ⽣ と いっ た 町 の 課 題 解 決 に 寄 与 す る。   

事 業 の 内 容   

・ 刺 し ⼦ の 制 作 と 販 売   
・ 講 習 会 等、 受 益 者 の 技 術 ⼒ の 向 上、 交 流、 オー ナー シッ プ の 醸 成 を ⾏ う 
会 等 の 開 催   
・ 事 業 評 価 の た め の 調 査・ 分 析   



２ − ４ ︓ 啓 発 事 業   
【⽅ 針】     
  ファ ン ド レ イ ジ ン グ を 通 じ た 啓 発 活 動 の 推 進 （ファ ン ド レ イ ジ ン グ ファー ス ト） を 堅 持 し、 特 に 当 
会 が 有 す る 関 係 資 本 （ス テー ク ホ ル ダー） へ の 注 ⼒ を 意 識 し た 活 動 を 推 進 す る。 取 り 組 む 社 会 課 題 と 
そ の 解 決 （事 業） に つ い て 周 知 し、 社 会 変 ⾰ へ の 希 望 を 市 ⺠ に 啓 発 し、 さ ら に は、 そ の 希 望 に 応 じ 
た、 社 会 変 ⾰ の ⼿ 法 を 提 供 し、 社 会 変 ⾰ の 担 い ⼿ を 増 や す こ と で、 ミッ ショ ン の 実 現 に 貢 献 す る。   
  

【重 点 項 ⽬】   
  ファ ン ク ラ ブ 会 員・ 法 ⼈ サ ポー ター の 会 員 増、 寄 付 を 中 ⼼ と し た CRM （⽀ 援 関 係 性 構 築） を 強 化 
し、 講 演 な ど す べ て 啓 発 に ⽴ 脚 し た 視 点 で 取 り 組 む。   
  

【成 果】   
  主 な 成 果 と し て、 都 度 の 寄 付 で は、 1,759 件 120,119,363 円、 ふ る さ と 納 税 寄 付 で は、 311 件   
16,773,000 円 を 調 達。 さ ら に 回 収 系 ⽀ 援 で あ る め ぐ る プ ロ ジェ ク ト で は、 662 件  1,766,820 円 を 調 達 し  
た。 ま た、 ファ ン ク ラ ブ 会 員 （個 ⼈） で は、 年 間 を 通 じ て 614 名 （ 1,121 ⼝）、 法 ⼈ サ ポー ター （法 
⼈） で は 20 社 （ 24 ⼝） の 新 規 ⽀ 援 を 調 達。 講 演 事 業 で は、 117 回 5,933,145 円 を 調 達 す る こ と が で き 
た。 刺 し ⼦ 事 業 で は、 10,965,217 円 を 調 達 し た。   
  

【課 題】   
   新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス が ⽰ し た と お り、 社 会 情 勢 の 変 動 が ファ ン ド レ イ ジ ン グ に 与 え る 影 響 は ⼤ き 
い。 こ の こ と か ら、 寄 付、 会 費、 事 業 収 ⼊、 助 成 ⾦ な ど、 引 き 続 き 多 様 な ファ ン ド レ イ ジ ン グ の 推 進 
か ら、 バ ラ ン ス を もっ た 財 政 基 盤 の 構 築 を 継 続 し た い。 と り わ け、 2020 年 度 に 本 格 的 に 開 始 し た 海 外 
か ら の ファ ン ド レ イ ジ ン グ や、 遺 贈 寄 付 の 受 付 整 備 な ど は そ の ⼀ つ と し て 挙 げ ら れ る。   
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啓 発 （ファ ン ド レ イ ジ ン グ）   

ファ ン ド レ イ ジ ン グ   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   指 標   実 績   

⽇ 本 国 内   通 年   

(1)   会 費 収 ⼊   
(2)   寄 付 収 ⼊   
(3)   事 業 収 ⼊   
(4)   助 成 ⾦ 等 収 ⼊   

(1)     64,295,000 円   
(2)     81,299,595 円   
(3)     33,770,769 円   
(4)     63,892,218 円   

事 業 の ⽬ 的   

⽀ 援 を い た だ く あ ら ゆ る 個 ⼈・ 団 体 を、 当 会 の 活 動 ⽬ 的 に 則 し た 社 会 変 ⾰ 
の パー ト ナー と 位 置 づ け、 ファ ン ク ラ ブ 会 員 （個 ⼈ の 定 額 会 費 収 ⼊） を は 
じ め、 法 ⼈ サ ポー ター （企 業 の 定 額 寄 付 収 ⼊） の 強 化 を 主 軸 と し、 ふ る さ 
と 納 税 や 海 外 か ら の 寄 付 獲 得 な ど に 注 ⼒ し た 多 様 な ファ ン ド レ イ ジ ン グ に 
取 り 組 む。   

事 業 の 内 容   

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 ⼤ に よ り、 特 に 講 演・ イ ベ ン ト、 回 収 系 ⽀ 援 
な ど が 減 収 す る 影 響 が あっ た。 ⼀ ⽅、 寄 付、 会 費、 助 成 ⾦ に つ い て は 昨 対 
⽐ よ り 増 収 の 結 果 と なっ た。 寄 付 に つ い て コ ロ ナ 禍 に お け る ⽀ 援 ニー ズ の 
⾼ ま り が あ り、 ま た 会 費 に つ い て は 広 告 施 策 に よっ て ⼊ 会 数 が 増 加 し た。 
助 成 ⾦ に つ い て は コ ロ ナ 禍 に お け る 社 会 情 勢 を 鑑 み 積 極 的 な 申 請 を ⾏ う な 
ど し、 多 様 な ファ ン ド レ イ ジ ン グ を 推 進 し た。   

啓 発 （広 報）   

広 報 （オ フ ラ イ ン ︓ 年 次 報 告 書、 結 晶 ⺟ ほ か。 オ ン ラ イ ン ︓ ブ ロ グ、 メー ル マ ガ ジ ン、 SNS 、 SNS の 
運 ⽤ ほ か）   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   指 標   実 績   
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⽇ 本 国 内   通 年   (1)   —   (1)   —   

事 業 の ⽬ 的   
会 員・ 寄 付 者 を は じ め と す る 既 存 ⽀ 援 者 な ら び に、 新 規・ 潜 在 ⽀ 援 者 に 対 
し て、 活 動 の 成 果 報 告 を 実 施 す る と と も に ⽀ 援 実 感 の 向 上 に よ る 当 会 へ の 
信 頼 感・ 参 画 感 を ⾼ め、 継 続 ⽀ 援 と ⽀ 援 拡 ⼤ を 実 践 す る。   

事 業 の 内 容   
年 次 報 告 書 を は じ め、 従 来 の 紙 媒 体 を 活 ⽤ し た 活 動 報 告 書 の 制 作 に く わ え 
て ブ ロ グ や メー ル マ ガ ジ ン、 フェ イ ス ブッ ク な ど の SNS を 活 ⽤ し た オ ン ラ 
イ ン 広 報 に 注 ⼒ し た。   

啓 発 （回 収 系 ⽀ 援）   

め ぐ る プ ロ ジェ ク ト   

活 動 地 域 （活 動 国）   活 動 実 施 期 間   指 標   実 績   

⽇ 本 国 内   通 年   
(1)   換 ⾦ 額   
(2)   協 ⼒ 者 数   

(1)   1,766,820 円   
(2)   662 件   

活 動 の ⽬ 的   ⾝ 近 に で き る 国 際 協 ⼒ を 提 案 し、 参 画 の 機 会 を 提 供 す る。   

活 動 の 内 容   

古 着、 古 本、 書 き 損 じ は が き、 使 ⽤ 済 み 携 帯 電 話、 古 紙、 タ イ ヤ の ア ル ミ 
ホ イー ル の 回 収 の 呼 び か け を ⾏っ た。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ り、 
古 着 の 回 収 が 停 ⽌ と なっ た 影 響 を 受 け、 換 ⾦ 額・ 協 ⼒ 者 数 共 に ⽬ 標 （ 300 万 
円 /10,000 件） に 到 達 す る こ と が 出 来 な かっ た。 ⼀ ⽅、 書 き 損 じ は が き の 回 
収 に つ い て は、 8 ⽉ の 年 次 報 告 書 の 郵 送 に チ ラ シ を 同 封 し た り、 1 ⽉ 〜 3 ⽉ に 
か け て 実 施 し た 「書 き 損 じ は が き 回 収 強 化 ⽉ 間」 で は、 開 封 率 の ⾼ い 領 収 
書 の 郵 送 に チ ラ シ を 同 封 し、 そ の チ ラ シ に 切 り 取っ て 組 み ⽴ て る と 料 ⾦ 後 
納 付 き の 返 信 ⽤ 封 筒 に な る ⼯ 夫 を 施 す な ど し た と こ ろ、 2019 年 度 と ⽐ 較 し 
て 協 ⼒ 者 数 は 約 3 倍、 換 ⾦ 額 は 約 1.8 倍 に 増 や す こ と が 出 来 た。   

啓 発 （講 演・ イ ベ ン ト）   

講 演・ イ ベ ン ト   

活 動 地 域 （活 動 国）   活 動 実 施 期 間   指 標   実 績   

⽇ 本 国 内   通 年   

(1) 講 演 回 数   
(2) 対 象 者 数   
(3) イ ベ ン ト 回 数 （⾃ 主 
開 催、 参 加 イ ベ ン ト 合 
わ せ て）   

(1)117 回   
(2)8,001 ⼈   
(3)27 回   

活 動 の ⽬ 的   課 題、 活 動 を 知 り、 ⾃ 分 に で き る ⼀ 歩 を 踏 み 出 す 機 会 を 提 供 す る。   

活 動 の 内 容   

コ ロ ナ 禍 に お い て、 2020 年 度 上 半 期 は 延 期 や キャ ン セ ル が 続 い た が （新 型 
コ ロ ナ ウィ ル ス を 理 由 に し た 中 ⽌ は 21 件）、 下 半 期 は オ ン ラ イ ン で の 講 演 
や 教 育 機 関 で は、 参 加 ⽣ 徒 を 分 割 し、 講 演 回 数 を 増 や す こ と で、 密 を 避 
け、 少 ⼈ 数 で 対 応 す る な ど、 従 来 の 講 演 の 形 を 変 え な が ら、 講 演 事 業 を 実 
施 し た。   
こ れ ま で 参 加 し て い た イ ベ ン ト も オ ン ラ イ ン で の 参 加 や 動 画 出 展 と い う 形 
で 応 対 し た。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 予 防 の 活 動 の 報 告 会 な ど、 オ ン ラ イ 
ン で の 報 告 会 を 増 や し、 当 会 が 取 り 組 む 課 題 や コ ロ ナ 禍 の 世 界 の 状 況 を 直 
接 海 外 か ら 伝 え る 機 会 を 増 や す こ と に 努 め た。   
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啓 発   (物 品 販 売)   

物 品 販 売   

活 動 地 域 （活 動 国）   活 動 実 施 期 間   指 標   実 績   

⽇ 本 国 内   通 年   (1)   商 品 売 上   (1)2,015,947 円   

活 動 の ⽬ 的   ⾝ 近 な 商 品 購 ⼊ と い う ⾏ 為 を 通 し て、 国 際 協 ⼒ に 参 画 を 促 す。   

活 動 の 内 容   

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ り イ ベ ン ト・ 講 演 が 軒 並 み 延 期・ 中 ⽌ と な 
り、 直 接 販 売 で き る 機 会 が ⼤ 幅 に 減っ た こ と に よ り、 ⽬ 標 ⾦ 額 （ 270 万 円） 
を 達 成 す る こ と が で き な かっ た。 打 開 策 と し て、 中 ⽌ し て い た お 歳 暮 の 取 
り 扱 い を 再 開。 特 に 会 員 企 業 を 対 象 に 呼 び 掛 け た と こ ろ、 16 社 / 名 か ら 160 
セッ ト を ご 注 ⽂ を い た だ き、 約 53 万 円 の 売 上 と なっ た。 ま た、 タ オ ル と 
コー ヒー、 ペー パー ビー ズ の キー ホ ル ダー が ⼊っ た 福 袋 を 10 個 限 定 で 販 売 
し、 完 売 す る こ と が で き た。   

啓 発   (委 託 事 業)   

JICA   NGO 等 提 案 型 プ ロ グ ラ ム   「京 都 発︕ SDG ｓ 国 際 協 ⼒ ア ク ター 連 携 強 化 プ ロ グ ラ ム」 （通 称 ︓ 
京 都 SDGs ラ ボ）   

活 動 地 域 （活 動 国）   活 動 実 施 期 間   指 標   実 績   

⽇ 本 国 内   
2019 年 12 ⽉ 〜 2021 年 
11 ⽉ （今 年 度 は 2020 年 
4 ⽉ 〜 2021 年 3 ⽉）   

1. 研 修 前 後 の ヒ ア リ ン 
グ・ ア ン ケー ト   
2. 研 修 を 介 し て 実 施 さ 
れ る 協 働 事 業   

1. コ ロ ナ 禍 に お い て、 
集 合 型 の 研 修 か ら オ ン 
ラ イ ン で の イ ベ ン ト を 
通 じ た ネッ ト ワー ク 構 
築、 強 化 に 切 り 替 え た 
た め 統 計 な し。   
2.   1 事 案   

活 動 の ⽬ 的   

京 都 を 中 ⼼ と し た 地 域 で、 SDG ｓ 達 成 に 向 け 取 り 組 み を ⾏ う ア ク ター （本 
プ ロ グ ラ ム で は、 「 SDG ｓ 国 際 協 ⼒ ア ク ター」 と 定 義） の SDG ｓ に 関 す る 
理 解 向 上。 SDG ｓ 国 際 協 ⼒ ア ク ター 同 ⼠ の 情 報 交 換、 ⼈ 材 交 流、 協 働 事 業 
を ⾏ う こ と で の 各 ア ク ター の 組 織 強 化 を 通 し て、 SDG ｓ 達 成 に 寄 与 す る。   

活 動 の 内 容   

当 初 は 研 修 を 中 ⼼ と し た プ ロ グ ラ ム で あっ た が、 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス の 影 
響 に よ り、 委 託 元 の JICA と 活 動 内 容 を 再 考 し、 対 ⾯ を 必 要 と し な い 個 別 コ 
ン サ ル ティ ン グ や オ ン ラ イ ン セ ミ ナー を 実 施 し た。 2021 年 3 ⽉ 現 在、 京 都 
SDGs ラ ボ に 登 録 し て い る 団 体 は、  合 計 54 団 体 ／ 名 （ 26 団 体、 28 名） と な 
り、 毎 ⽉ 1 回 の オ ン ラ イ ン 交 流 会 や 2 ⽉ に は 新 た な 協 働 を つ く る こ と を ⽬ 的 
に し た マッ チ ン グ イ ベ ン ト を 実 施 し た。   

啓 発   (⽀ 援 事 業)   

コ ロ ナ 禍 に よ り 就 労 環 境 の 悪 化 に ⾒ 舞 わ れ て い る 経 済 的・ 社 会 的 問 題 等 を 抱 え た 若 者 に 対 す る 就 労 ⽀ 
援 プ ロ ジェ ク ト   

活 動 地 域 （活 動 国）   活 動 実 施 期 間   受 益 者 カ テ ゴ リー   受 益 者 数   



  
  
２ − ５ ︓   啓 発 事 業 （佐 賀 に お け る 事 業）   
【⽅ 針】     
  佐 賀 県 を 中 ⼼ と し た 北 部 九 州 に て、 当 会 の 設 ⽴ ⽬ 的 （ビ ジョ ン） で あ る 「す べ て の ⽣ 命 が 安 ⼼ し て 
⽣ 活 で き る 社 会 （＝ 世 界 平 和） の 実 現」 を ⽬ 指 す た め に、 ふ る さ と 納 税 を 活 ⽤ し た 資 ⾦ 調 達 を 拡 ⼤ す 
る ファ ン ド レ イ ジ ン グ 事 業 と、 当 会 へ の 共 感 （⽀ 援 者） の 増 強 を 図 る 観 点、 ま た ⽇ 本 の 市 ⺠ 社 会 の 能 
⼒ 向 上 の た め に、 平 和 や 地 球 的 課 題 へ 関 ⼼ を 持 つ 市 ⺠ の 育 成 を 図 る 啓 発 事 業 を 展 開 を す る。   
  

【重 点 項 ⽬】   
  ふ る さ と 納 税 事 業、 イ ベ ン ト、 講 演、 GCF 事 業   
  

【成 果】   
  佐 賀 事 業 専 従 ス タッ フ 採 ⽤ に 伴 い、 さ ら な る 返 礼 品 拡 ⼤ を 実 施。 ま た、 ふ る さ と 納 税 の 活 ⽤ ⽅ 法 強 
化 に よ り、 既 存 ⽀ 援 者 の 継 続 を 含 む、 利 ⽤ 者 拡 ⼤ に 貢 献。 啓 発 事 業 に 関 し て は、 継 続 し た 教 育 機 関 等 
で の 講 演 実 施、 主 催 イ ベ ン ト 「テ ラ・ カ フェ  in  佐 賀」 の 実 施 や、 佐 賀 市 主 催 の 「平 和 展」 へ の 参 加 な   
ど、 佐 賀 県 内 で の 市 ⺠ の 国 際 協 ⼒ 意 識 向 上 に 貢 献 で き た。 オ ン ラ イ ン に よ る イ ベ ン ト 開 催 も 実 施 し、 
佐 賀 事 業 の 取 組 み を 県 内 に 限 ら ず、 広 く 伝 え る こ と が で き た。   
  

【課 題】   
  返 礼 品 拡 ⼤ に よ る ファ ン ド レ イ ジ ン グ 強 化 は 実 施 で き て い る も の の、 周 知 拡 ⼤ 施 策 に 余 地 が あ る た 
め、 広 報 や 広 告 の 施 策 展 開 が 課 題 と なっ て い る。 啓 発 事 業 に 関 し て は、 コ ロ ナ 禍 に よ り、 昨 年 度 と ⽐ 
較 し た 際 の 主 催 イ ベ ン ト 開 催 数 の 減 少、 教 育 機 関 等 で の 講 演 の 実 施 回 数 減 少 が ⾒ ら れ る。 そ の た め、 
イ ベ ン ト や 講 演 以 外 で の 啓 発 活 動 の 実 施 が 課 題 と なっ て い る。 イ ベ ン ト の オ ン ラ イ ン 開 催 や 作 成 中 の 
書 籍 を 活 ⽤ し た 施 策 が 次 年 度 の ポ イ ン ト で あ る。   
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⽇ 本 国 内   
2020 年 11 ⽉ 〜 2021 年 3 
⽉   

コ ロ ナ 禍 に よ り 就 労 環 
境 の 悪 化 に ⾒ 舞 わ れ て 
い る 経 済 的・ 社 会 的 問 
題 等 を 抱 え た ⽇ 本 国 内 
の 若 者   

約 160 ⼈   

活 動 の ⽬ 的   

コ ロ ナ 禍 に お け る 国 内 の ⼦ ど も の 就 労 ⽀ 援 に よ り、 孤 ⽴・ 貧 困 に 起 因 し た 
格 差 拡 ⼤ を 予 防 す る。 特 定 ⾮ 営 利 活 動 法 ⼈ D×P と の 業 務 提 携 に よ り、 双 ⽅ の 
知 ⾒ 共 有 か ら 事 業 成 ⻑ を 促 進 し コ ロ ナ 後 の 平 和 で 公 正 な 社 会 の 実 現 へ 貢 献 
す る。   

活 動 の 内 容   

特 定 ⾮ 営 利 活 動 法 ⼈ D×P が ⾏ う、 経 済 的・ 社 会 的 問 題 等 を 抱 え た 相 談 者 向 け 
就 職 相 談 事 業 「ユ キ サ キ チャッ ト」 に 対 す る ⽀ 援 を 通 じ て、 コ ロ ナ 禍 に よ 
り 就 労 環 境 の 悪 化 に ⾒ 舞 わ れ て い る 若 者 に 対 す る 就 労 ⽀ 援 を ⾏っ た。 ⾷ 糧 
⽀ 援 や 現 ⾦ 給 付 に 加 え て、 働 く 選 択 肢 を 増 や す た め に パ ソ コ ン を 配 布 す る 
な ど の ⽀ 援 を 実 施。   

啓 発 （佐 賀 事 業 _ ファ ン ド レ イ ジ ン グ）   

ふ る さ と 納 税 事 業 (GCF 作 成、 広 告、 返 礼 品 調 達)   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   指 標   実 績   

佐 賀 県   通 年   (1) ふ る さ と 納 税 寄 附 額   
(2)   返 礼 品 数 (累 計)   

(1)   16,773,000 円   
(2)   53 品 ⽬   

事 業 の ⽬ 的   
ふ る さ と 納 税 を 通 し て、 資 ⾦ 獲 得 を お こ な う と 同 時 に、 新 規 ⽀ 援 者 の 拡 ⼤ 
を 実 現 す る。   
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事 業 の 内 容   

新 業 者 「唐 房 ⽶ 穀 （お ⽶）」、 「し め な わ （お 酒）」 と 提 携 を し、 佐 賀 の 名 
産 品 を 返 礼 品 と し て 追 加。 ま た、 継 続 し て い る 季 節 募 ⾦ へ の ふ る さ と 納 税 
活 ⽤、 広 告 の 外 部 委 託 に よ り、 資 ⾦ 調 達 拡 ⼤ 及 び 新 規 ⽀ 援 者 層 拡 ⼤ に 貢 
献。   

啓 発 （佐 賀 事 業 _ イ ベ ン ト）   

イ ベ ン ト   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   指 標   実 績   

佐 賀 県   通 年   
(1)   累 計 参 加 ⼈ 数   
(2)  ファ ン ク ラ ブ 会 員 化  
⼝ 数   

(1)   37 名   
(2)   3 ⼝   

事 業 の ⽬ 的   
潜 在 層 を ター ゲッ ト に、 課 題、 活 動 を 知 り、 ⾃ 分 に で き る ⼀ 歩 を 踏 み 出 す 
機 会 を 提 供 し、 ファ ン ク ラ ブ 会 員 拡 ⼤ を 実 現 す る。   

事 業 の 内 容   
計 5 回 「テ ラ・ カ フェ  in  佐 賀」 を 開 催。 オ ン ラ イ ン 開 催 や 新 職 員 採 ⽤ に 伴 う   
イ ベ ン ト コ ン テ ン ツ 強 化 に よ り、 県 ⺠ へ の さ ら な る 国 際 協 ⼒ 意 識 向 上 に 寄 
与。   

啓 発 （佐 賀 事 業 _ 講 演）   

講 演   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   指 標   実 績   

佐 賀 県   通 年   
(1)   講 演 回 数   
(2)   講 演 参 加 者 数   
(3)   講 演 に よ る 収 ⼊   

(1)   3 回   
(2)   123 ⼈   
(3)   16,320 円   

事 業 の ⽬ 的   

講 演 を 通 し、 個 ⼈、 家 庭、 学 校、 会 社 や 団 体 に お け る 社 会 貢 献 活 動 を 開 
始、 も し く は 社 会 貢 献 に 対 す る 意 識 を 向 上 さ せ る こ と に よっ て、 平 和 に 寄 
与 す る。 ま た、 平 和、 ⼈ 権、 命 の ⼤ 切 さ を 伝 え、 思 い や り の ⼼ を 持っ た 次 
世 代 育 成 に 寄 与 す る。   

事 業 の 内 容   佐 賀 県 内 に て、 佐 賀 県 庁 と の 連 携 等 に よ る 講 演 を 実 施。   

啓 発 （佐 賀 事 業 _ そ の 他）   

啓 発 書 籍 作 成・ 書 籍 無 償 配 布 事 業 (GCF 対 象 事 業)   

活 動 地 域 （活 動 国）   事 業 実 施 期 間   指 標   実 績   

佐 賀 県   
2019 年 4 ⽉ 〜 2021 年 7 ⽉   
  

(1) 佐 賀 県 内 講 演 依 頼 校 
の ア ン ケー ト 結 果   
(2)  佐 賀 県 内 で の 当 会 事 
業 「め ぐ る プ ロ ジェ ク 
ト」 参 加 校 数   
(3)   佐 賀 県 内 教 育 機 関 で  
の 講 演 回 数   
(4)  「⼦ ど も 兵」 を テー 
マ と し た 授 業 を 実 施 す 
る 校 数   

書 籍 配 布 未 実 施 に よ 
り、 指 標 に 対 す る 実 績 
な し   



  
  
２ − ６ ︓   ア ド ボ カ シー （政 策 提 ⾔）   
【⽅ 針】   
  当 会 が 取 り 組 む 社 会 課 題 の 解 決 に 向 け て、 政 府、 市 ⺠ 社 会 及 び 国 際 社 会 に 対 し、 情 報 発 信 ま た は 提 
⾔ 活 動 を ⾏ う こ と に よ り、 よ り 効 果 的 な 国 際 的 枠 組 み の 形 成 や 政 策 策 定 に 寄 与 す る。 今 年 度 は、 コ ロ 
ナ 禍 の 影 響 で、 例 年 出 席 し て い る 「武 器 貿 易 条 約 締 約 国 会 議」 の 開 催 ⾒ 通 し が ⽴ た な い こ と か ら、 会 
議 へ の 参 加 は 取 り や め る 代 わ り に、 オ ン ラ イ ン を 中 ⼼ と し た 該 当 分 野 に お け る 情 報 発 信 に 努 め る。   
  

【重 点 項 ⽬】   
・ 武 器 移 転 に 関 す る 国 際 的 な 動 き を モ ニ タ リ ン グ し、 当 会 の 各 種 チャ ネ ル を 通 じ て、 発 信 す る。   
  

【成 果】   
   年 度 当 初 よ り 懸 念 し て い た と お り、 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 感 染 拡 ⼤ に よ り、 「第 6 回 武 器 貿 易 条 約 締 約 
国 会 議」 は オ ン ラ イ ン 開 催 と なっ た。 そ の た め、 「南」 の 国 の 研 究 者 や 活 動 家 に ⽀ 援 す る 「テ ラ・ ル 
ネッ サ ン ス   ス ポ ン サー シッ プ プ ロ グ ラ ム」 の 実 施 は ⾒ 送っ た。 オ ン ラ イ ン 開 催 と なっ た 「第 6 回 武 器 貿 
易 条 約 締 約 国 会 議」 に つ い て は、 武 器 貿 易 条 約 ウェ ブ サ イ ト 上 で の ⽂ 書 の 確 認、 専 ⾨ 家、 NGO 等 に よ 
る オ ン ラ イ ン・ サ イ ド イ ベ ン ト な ど の 参 加 を 通 じ て 得 た 情 報 を も と に、 Facebook で 発 信 を ⾏っ た。   
  ま た、 本 年 は 常 任 理 事 を 中 ⼼ に、 各 事 業 地 の 事 業 評 価 を ⽬ 的 と す る ⾮ 公 式 の 「評 価・ 審 査 委 員 会」 
を ⽴ ち 上 げ、 横 浜 市 ⽴ ⼤ 学   上 村 雄 彦 教 授 の 助 ⾔ を 受 け な が ら、 論 ⽂ 執 筆 な ど の 活 動 を ⾏っ た。 今 年 度 
は、 吉 ⽥ 真 ⾐ が 「 脆 弱 国 家 の 人々 に 対 す る 草 の 根 支 援 か ら の 一 考 察 － コ ン ゴ 民 主 共 和 国 に お け る 
紛 争 被 害 女 性 に 対 す る 支 援 を 事 例 に － 」 を 執 筆、 平 和 学 会 2020 年 度 秋 季 研 究 ⼤ 会 に て、 発 表 し た。   
  

【課 題】   
  当 会 が 取 り 組 む 社 会 課 題 の 解 決 に 向 け て、 各 事 業 地 で の 事 業 成 果 の 発 信、 課 題 領 域 に お け る 政 府、 
市 ⺠ 社 会、 国 際 社 会 に 対 す る 発 ⾔ ⼒ の 強 化 が 求 め ら れ て い る。 そ の た め に、 常 任 理 事 を 中 ⼼ と す る 各 
⼈ の 専 ⾨ 領 域 に お け る 知 識 や 知 ⾒ の 深 化 が 必 須 で あ る。   
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事 業 の ⽬ 的   

⼦ ど も 兵 に つ い て、 及 び 課 題 を 知 り ⾏ 動 を 起 こ し た ⼈々 を 紹 介 す る 書 籍 を 
作 成 し、 佐 賀 県 内 の 教 育 機 関 に 無 償 配 布 す る こ と で、 世 界 だ け で な く、 佐 
賀 に あ る 課 題 に 対 し て も ⾃ ら 取 り 組 む こ と の で き る ⼈ 財 育 成 を ⽬ 的 と す 
る。   

事 業 の 内 容   

当 会 が 取 り 組 む 社 会 課 題 で あ る 「⼦ ど も 兵」 の 現 状 や、 課 題 背 景 を 紹 介 す 
る と と も に、 そ の 解 決 に 向 け た ⽇ 本 国 内 外 で の 取 り 組 み （事 例・ イ ン タ 
ビュー な ど） を 通 じ て、 社 会 課 題 解 決 に は 年 齢、 性 別、 地 域 等 の 条 件 に 関 
係 な く、 主 体 的 に 取 り 組 め る も の だ と、 社 会 参 加 を 動 機 づ け る 書 籍 を 製 作 
(次 年 度 に 続 く)。   

政 策 提 ⾔   

政 策 提 ⾔   

活 動 地 域 （活 動 国）   活 動 実 施 期 間   指 標   実 績   

⽇ 本 国 内   通 年   武 器 移 転 関 連 の 情 報 発 
信 数 ま た は 提 ⾔ 回 数   

30 回   

活 動 の ⽬ 的   武 器 に よ る 暴 ⼒ を 軽 減 す る こ と。   

活 動 の 内 容   
武 器 移 転 に 関 連 す る 情 報 発 信、 イ ベ ン ト 開 催、 提 ⾔ 活 動 を 実 施 す る。 ま 
た、 当 会 ア フ リ カ 事 業 実 施 地 域 に お い て、 政 策 提 ⾔ 活 動 に 有 ⽤ な 情 報 収 
集・ 調 査 活 動 を ⾏ う。   



３ ︓   組 織 運 営 に 関 す る 事 項   
【⽅ 針】   
  「す べ て の ⽣ 命 が 安 ⼼ し て ⽣ 活 で き る 社 会 （＝ 世 界 平 和） の 実 現」 （設 ⽴ ⽬ 的 / ビ ジョ ン） を ⽬ 指 
し、 国 内 外 で 実 施 し て い る 諸 事 業 を、 円 滑 か つ、 発 展 的 に 遂 ⾏ す る た め に、 京 都 事 務 局 を 中 ⼼ と し 
た、 組 織 全 体 の 基 盤 強 化 が 必 要 で あ る。 よっ て、 以 下 の 2 つ の 重 点 項 ⽬ を 中 ⼼ に、 組 織 基 盤 整 備・ 強 化 
を 図 る。   
  

【重 点 項 ⽬】   
１ ． 危 機 管 理 の 強 化 と 迅 速 か つ 透 明 性 の ⾼ い 意 思 決 定 体 制 （ガ バ ナ ン ス） の 確 保   

昨 今 の 世 界 的 な 情 勢 の 変 化 に 対 応 す る べ く、 危 機 管 理 体 制 を 改 め て ⾒ 直 し、 ど の よ う な 状 況 下 で も 
事 業 継 続 で き る よ う 組 織 基 盤 の 強 化 に 取 り 組 む。 ま た そ う し た 状 況 に 適 切 に 対 応 す る た め、 理 事 会 を 
中 ⼼ と し た 迅 速 か つ 透 明 性 の ⾼ い 意 思 決 定 を 確 保 す る。   
  

２ ． チー ム と ス タッ フ そ れ ぞ れ の 成 ⻑   
  2019 年 度 か ら 始 まっ た 事 務 局 ⻑・ 事 務 局 次 ⻑ の も と、 当 会 の ビ ジョ ン・ ミッ ショ ン・ 活 動 理 念・ ク 
レ ド を も と に、 チー ム 全 体 を 俯 瞰 し な が ら、 事 業 と ス タッ フ の 成 ⻑ を 図っ て い く。   

職 員、 イ ン ター ン が 事 業 を 実 施 す る 上 で 習 得 す べ き 専 ⾨ 知 識 や、 当 会 を 取 り 巻 く 社 会 情 勢 等 の 学 習 
を 組 織 内 で 実 施 す る こ と で、 職 員、 イ ン ター ン 個々 の 能 ⼒ 向 上 を 図 る。   

  
【成 果】   
  2020 年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 感 染 予 防 の た め、 京 都 事 務 局 を 中 ⼼ に 在 宅 勤 務 を 本 格 的 に 導 ⼊ し、 
状 況 に 応 じ て 素 早 く 対 応 す る た め、 感 染 拡 ⼤ に 応 じ た 対 応 ガ イ ド ラ イ ン を 策 定 す る な ど、 緊 急 事 態 宣 
⾔ 下 で も 業 務 が 滞 ら な い 体 制 づ く り を ⾏っ た。 ま た 新 規 に 融 資 を 受 け る こ と で 財 務 基 盤 を 厚 く し、 今 
後 の 社 会 情 勢 の 変 動 に 備 え る こ と が で き た。   
  職 員・ イ ン ター ン が 参 加 す る 局 内 研 修 を ⽉ 2 回 の ペー ス で オ ン ラ イ ン で ⾏ い、 組 織 全 体 で 様々 な ト 
ピッ ク を 学 習 す る 場 を 設 け る と と も に、 参 加 者 同 ⼠ が 議 論 す る こ と で、 直 接 会 う こ と が 少 な く なっ た 
ス タッ フ 間 の コ ミュ ニ ケー ショ ン の 場 と し て も 機 能 し た。 ま た、 海 外 駐 在 員 を は じ め と し た マ ネ ジ メ 
ン ト 層 に あ る 職 員 を 対 象 と し、 外 部 講 師 を 招 聘 の う え マ ネー ジャー 研 修 を 導 ⼊ す る な ど ⼈ 財 育 成 を 促 
進 し た。   
  

【課 題】   
  業 務 の あ ら ゆ る ⾯ で オ ン ラ イ ン 化 が 進 ん だ が、 整 理 さ れ て い な い ⾯ も 多 く、 DX 推 進 や コ ミュ ニ ケー 
ショ ン ツー ル の 再 構 築 な ど を 通 じ て、 業 務 の 効 率 化 に 引 き 続 き 取 り 組 む。 ま た 今 後、 事 業 地 の 拡 ⼤ や 
⼈ 員 増 加 が 想 定 さ れ る た め、 組 織 規 模 の 拡 ⼤ に も 対 応 で き る 体 制 を ⽬ 指 し た 組 織 基 盤 づ く り に も 取 り 
組 ん で い く。   
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※2021 年 3 ⽉ 末 時 点   
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会 員 現 況   

 

正 会 員 60 名 ／ 個 ⼈ 賛 助 会 員 110 名 ／ ファ ン ク ラ ブ 会 員 2,181 名 ／ ジュ ニ ア 会 
員 5 名 ／ 団 体 賛 助 会 員 23 団 体 ／ 法 ⼈ サ ポー ター 190 社   
会 員 合 計   2,351 名・ 218 団 体     

加 盟 団 体   

（特 活） 関 ⻄ NGO 協 議 会 ／ （特 活） 国 際 協 ⼒ NGO セ ン ター ／ ⽇ 本 ⼩ 型 武 器 
⾏ 動 ネッ ト ワー ク ／ （特 活） 地 雷 廃 絶 ⽇ 本 キャ ン ペー ン ／ 児 童 労 働 ネッ ト 
ワー ク ／ SDGs 市 ⺠ 社 会 ネッ ト ワー ク ／  市 ⺠ ネッ ト ワー ク forTICAD  ／ 新 公 益 
連 盟 ／ 国 際 ⼩ 型 武 器 ⾏ 動 ネッ ト ワー ク （ IANSA ） ／ グ ル NGO フォー ラ ム ／ 
関 ⻄ SDGs プ ラッ ト フォー ム ／ 佐 賀 NGO ネッ ト ワー ク ／ ⼤ 槌 商 ⼯ 会 ／ （⼀ 
社） ⼤ 槌 町 観 光 交 流 協 会    

役 員   

理 事 ︓ ⼩ 川 真 吾 （理 事 ⻑）、 ⻤ 丸 昌 也、 中 井 隆 栄、 岡 ⽥ 則 ⼦、 新 居 真 ⾐、   

        渡 邉 真 規、 江 ⾓ 泰   

監 事 ︓ 鯉 ⽥ 勝 紀 （〜 2020 年 7 ⽉ 4 ⽇） 伊 藤 圭 太 （ 2020 年 7 ⽉ 4 ⽇ 〜）   

運 営 体 制   

本 部 事 務 局 （京 都） ︓ 有 給 専 従 職 員 9 名、 有 給 ⾮ 専 従 職 員 3 名、   

                     イ ン ター ン 8 名   

岩 ⼿ 事 務 所 ︓ 有 給 専 従 職 員 2 名、 有 給 ⾮ 専 従 職 員 2 名   

佐 賀 事 務 所 ︓ 有 給 ⾮ 専 従 職 員 1 名   

ウ ガ ン ダ ／ グ ル 事 務 所 ︓ ⽇ 本 ⼈ 有 給 職 員 2 名、 ⽇ 本 ⼈ イ ン ター ン 2 名、   

                      ロー カ ル ス タッ フ 15 名   

ウ ガ ン ダ ／ ア ジュ マ ニ 事 務 所 ︓ ロー カ ル ス タッ フ 26 名   

カ ン ボ ジ ア 事 務 所 ︓ ⽇ 本 ⼈ 有 給 職 員 1 名、 ロー カ ル ス タッ フ 6 名   

ラ オ ス 事 務 所 ︓ ⽇ 本 ⼈ 有 給 職 員 1 名、 ロー カ ル ス タッ フ 7 名   

コ ン ゴ ⺠ ／ ブ カ ブ 事 務 所 ︓ ロー カ ル ス タッ フ 16 名   

コ ン ゴ ⺠ ／ カ ナ ン ガ 事 務 所 ︓ ロー カ ル ス タッ フ 5 名   

ブ ル ン ジ 事 務 所 ︓ ⽇ 本 ⼈ 有 給 職 員 1 名、 ロー カ ル ス タッ フ 6 名   

合 計 113 名   


